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「
先
生
、
お
は
よ
う
！
」
　
リ
ン
ゴ
の

よ
う
な
真
赤
な
ほ
っ
ぺ
と
、
寒
さ
で
紫

色
の
手
を
し
な
が
ら
、
今
日
も
子
供
達

は
保
育
所
へ
元
気
に
や
っ
て
き
ま
す
。

　
そ
ん
な
子
供
達
の
け
が
れ
を
知
ら
な

い
、
き
れ
い
な
瞳
を
見
て
い
る
と
、
思

わ
ず
「
私
も
ガ
ン
バ
ラ
ナ
ク
チ
ャ
」
と

決
意
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
毎
日
が
、
早
い
も
の
で

二
年
間
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
町
の
奨
学
金
を
お
借
り
し
て
、
二
年

間
の
保
育
専
門
学
校
を
卒
業
し
、
不
安

と
希
望
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
、
松
之
山
へ

帰
っ
て
き
た
あ
の
頃
は
、
た
だ
た
だ
、

無
我
夢
中
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
机
上
で
学
ん
だ

　
　
　
　
　
　
・
　
こ
と
で
は
、
処
理

　
　
　
　
　
　
　
で
き
な
い
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
問
題
も
た
く
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
あ
り
ま
し
た
。
保

　
　
　
　
【

　
　
　
　
　
　
　
母
と
し
て
の
自
分

　
　
　
　
　
　
　
に
自
信
を
な
く
す

素
晴
ら
し
い
可
能
性
を
秘
め
た

　
　
子
供
達
の
為
の
保
育
を

　
　
　
　
　
　
　
、

（保母）松沢ひろみ（21才）

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
で
も
、
そ
の
た
び
に

思
う
こ
と
は
、
子
供
達

の
為
の
保
育
を
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

こ
の
子
ら
と
共
に
学
び

歩
ん
で
行
く
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
未
来
か
ら
の
使
者
と

も
い
え
る
、
素
晴
ら
し

い
可
能
性
を
秘
め
た
子

供
達
、
そ
の
子
供
達
の

個
性
と
素
質
を
認
め
て

あ
げ
、
の
び
の
び
と
、

そ
の
創
造
力
を
育
む
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
、
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
勉
強
し
、

他
の
保
母
さ
ん
と
仲
良
く
手
を
と
り
あ

っ
て
、
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
「
風
の
中
、
子
ら
と
歩
ま
ん
、
広

布
道
」
と
、
詠
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
終

り
と
し
ま
す
。

新

欝

甲
鴛

　
　
　
　
組

　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
院

よ
漬
冶

　
昨
年
春
の
種
付
け
に
よ
っ
て

現
在
、
妊
娠
後
期
に
入
っ
て
い

る
牛
が
多
い
と
思
い
ま
す
の
で

次
の
点
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。▼
ビ
タ
ミ
ン
A
の
補
給

　
牛
に
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
の
中

で
、
特

に
ビ
タ蘇
鞭

　
発
育

に
必
要
霧
　
触
簡
り
㌦
吻

あ
り
、

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気
に
対

す
る
抵
抗
性
に
も
関
係
が
あ
る

ビ
タ
ミ
ン
A
は
青
草
に
多
く

含
ま
れ
る
の
で
、
夏
季
に
は
欠

乏
の
心
配
が
な
い
が
、
冬
季
間

は
欠
乏
し
が
ち
で
あ
る
。

　
植
物
の
中
の
カ
・
チ
ン
が
動

物
体
内
で
、
ビ
タ
ミ
ン
A
に
変
わ
る
の

で
、
カ
ロ
チ
ン
含
量
の
多
い
飼
料
が
必

要
で
あ
る
。
良
質
の
乾
草
や
サ
イ
レ
ー

ジ
、
野
菜
ク
ズ
な
ど
与
え
た
い
も
の
で

あ
る
。

▼
無
機
物
の
補
給

　
冬
飼
い
期
に
は
、
ぬ
か
類
な
ど
濃
厚

飼
料
に
頼
り
が
ち
な
の
で
、
カ
ル
シ
ウ

ム
が
不
足
す
る
。
こ
れ
を
補
給
す
る
方

．
ら
携
怠
し
髭
い

　
　
葬
袋
り

法
は
、
農
協
な
ど
に
売
ら
れ
て
い
る
コ

・
イ
カ
ル
を
一
日
当
た
り
、
子
牛
で
二

十
か
ら
四
十
9
、
成
牛
で
は
五
十
か
ら

七
十
9
く
ら
い
濃
厚
飼
料
に
混
ぜ
て
与

え
る
と
よ
い
。

▼
日
光
浴

　
ビ
タ
ミ
ン
D
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や
リ

ン
を
骨
に
し
た
り
歯
に
す
る
重
要
な
働

ぎ
を
す
る
が
、
冬
季
、
牛
は
舎
内
に
閉

じ
こ
も
る
の
で
、
こ
れ
が
不
足
す
る
。

　
子
牛
め
発
育
障
害
や
、
成
牛
の
繁
殖

障
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
牛
の
日
光
浴
は

欠
か
せ
な
い
管
理
で
あ
る
。

▼
皮
膚
を
守
る

　
牛
の
体
が
不
潔
に
な
り
が
ち
な
の
で

シ
ラ
ミ
が
寄
生
し
た
り
、
皮
膚
病
に
な

っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。
牛
の
体
表

を
ブ
ラ
シ
で
こ
す
り
、
清
潔
に
保
つ
こ

　
　
と
が
大
切
。

　
　
▼
牛
舎
内
は
常
に
乾
燥
し
た
状
態

　
　
に
…
…

　
　
　
舎
内
に
、
き
ゅ
う
肥
が
堆
積
さ

　
　
れ
て
い
る
の
は
よ
く
な
い
。

　
特
に
妊
娠
後
期
の
牛
は
、
重
い
体
重

を
支
え
て
い
る
の
で
よ
く
な
い
。

　
分
べ
ん
が
迫
ま
ら
な
い
う
ち
に
、
「
肥

上
げ
」
を
し
て
お
き
た
い
。

　
そ
し
て
、
か
わ
い
た
敷
わ
ら
を
入
れ

て
、
暖
か
く
し
て
や
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
幽

　47年の7月、上越を中心とする

19市町村で組織している上越地域

消防事務組合の財政状況を、組合

管内の皆さんに良く理解していた

だくために、49年度の9月末現在

の状況をお知らせします。

　　〈予算の執行状況では〉　5億

4641万円、このうち収入済みが2

億8946万円、支出済みは2億3095

万円でした。

　支出のおもなものは、職員給与

費など一般管理費が4億7832万円

　退職手当基金費2100万円、財政

調整基金費130万円などとなって

います。

　　〈財産の状況では＞　建物は、

頚北、頚南、東頚消防署。名立、

松代分遣所、消防本部等の建築費

7145万円。有価証券（電信電話債

券）額面金額2240千円。

　車輌では、消防ポンプ自動車18

台、指令車10台など40台です。

　基金では、職員退職基金4829万

円、財政調整基金2727万円の合計

7576万円の基金になっています。

　　〈地方債の現在高では〉　消防

施設整備事業債として、6242万円

の組合の借入額となっています。

露
欝

△4月12日小谷部落での
　苗代消雪作業（雪積1ε

▽4月4日から10日まで
　新入学児童の交通事故防止

　　運動が実施されました

2

4、

⊂］発行／新潟県松之山町

□編集／総務課広報係

口印刷／あかつき印刷

　　人ロのうごき

　　　4月1日現在
　（）内は前月と比較
総数5，993人（一177）
　男2，929人（一62）
　女3，064人（一55）
出生　7人　死亡8人
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　3月定例議会で、昭和50年度の

各会計予算が決まり、4月1日か

ら新しい仕事にスタートがきられ

ました。

　予算総額では、一般会計、特別

会計（国保、水道、共済）をあわ

せて14億9千5百万円を始め、非

常勤の特別職報酬、町職員の給与

並びに旅費条例などが審議され、

いずれも賛成多数で37議案が原案

どおり可決されました。

　ことしの予算編成にあたり、昨

年に引き続いて「国、地方を通ず

る総需要抑制策や物価の高騰』な

ど、巌しい財政運営の年を迎える

なかで、今後において財源確保に

最大限の努力を注ぎ、あくまでも

町民の福祉と環境整備を積極的に

取り組み、豊かな町民生活を建設

するため、ことしの予算編成にっ

とめました。

　それでは、ことしの町の仕事に

ついて、つぎにより概略説明しま

す。

ノ
36万円
（2．0％

　　　　　　　　　　　癖　　　　　　陶

賠琶

14億9千万円でスタート50年度予算総額

引
き
続
き
重
点
施
策
に

松
里
小
・
校
舎
（
謙
脇
）
を
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
設
費
　
　
一
億
五
千
五
百
万
円

■
教
育
費
…
…
二
億
五
千
六
百
万
円

　
教
育
費
は
、
昨
年
度
よ
り
一
億
二

千
三
百
万
円
増
で
、
一
般
会
計
中
一

番
大
き
な
比
率
と
な
り
、
全
体
の
二

十
四
％
を
し
め
て
い
ま
す
。

　
地
方
自
治
体
の
財
政
危
機
が
叫
ば

れ
て
い
る
状
態
の
年
を
迎
え
る
に
当

り
、
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
、
教
育

施
設
の
整
備
に
、
松
里
小
学
校
（
二

年
継
続
）
校
舎
を
鉄
筋
三
階
建
、
延

べ
千
六
百
五
十
㎡
を
一
億
五
千
五
百

万
円
（
一
般
財
源
四
千
万
円
、
借
金

三
千
百
万
円
、
国
県
補
助
金
八
千
四

百
万
円
）
見
込
ん
で
新
築
さ
れ
ま
す
。

　
次
に
経
常
的
な
経
費
と
し
て
、
教

育
委
員
会
費
千
三
百
万
円
、
高
校
費

四
百
万
円
、
小
学
校
給
食
婦
賃
金
（

十
二
人
）
六
百
五
十
八
万
円
、
中
学
校

給
食
婦
賃
金
（
六
人
）
三
百
二
十
二
万

円
で
、
小
中
学
校
給
食
婦
賃
金
は
、
一

人
一
日
二
千
九
百
円
（
平
均
）
で
年
間

百
八
十
日
分
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
ん
冬
の
各
学
校
除
雪
は
、
昨
年
に

続
い
て
豪
雪
に
見
ま
わ
れ
、
よ
う
い
で

な
か
っ
た
が
、
こ
と
し
の
除
雪
賃
金
は

一
日
一
人
除
雪
（
木
造
換
算
補
正
坪
数

）
坪
数
二
十
坪
と
し
て
三
回
分
が
、
小

学
校
で
は
百
二
十
九
万
円
、
中
学
校
で

は
四
十
九
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
各
学
校
の
営
繕
修
繕
費

消
粍
品
費
、
燃
料
費
、
教
材
費
な
ど
あ

わ
せ
て
、
小
学
校
費
に
二
千
二
百
万
円

中
学
校
費
に
千
六
百
万
円
が
計
上
さ
れ

松
中
寄
宿
舎
運
営
費
四
百
二
十
万
円
、

社
会
教
育
費

に
六
百
三
十

万
円
（
社
会

教
育
団
体
の

負
担
金
、
補

助
金
と
経
常

的
な
経
費
）

　
公
民
館
費

に
百
十
万
円

　
町
民
ブ
ー

ル
運
営
費
に

六
十
万
円
な

ど
の
経
費
が

見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

義
鷺
砺
編

3
0
0
3
1

円
円
円
円
円
円
円

　
　
　
　
　
　
　

覆
謡
伽
説

へ
　
　
　
缶
L

費
費
費
費
費
金
費

　
　
旧
出

生
働
工
防
復
芝
備

　
　
害

衛
労
商
消
災
諸
予

一般会計予算額

　10億5千万円

歳入
　　　　　　　　　　　　　　　　5，147ノヲFう　（4．9％）

　　　　　　　　　　その他　　町税

　　　　　　　　ド　　　7，283万円
　　　　　町　債
　　　　　　　　　　　　16．9％1
　　　　1億2，750万円

　　　　　　　112．1％〉　　　　蔑

県鵬　　 響麟灘1鑓
1億糊ヨ1鱗、，　，騰，

（50．0％）

国庫芝出金

1億4，876万円

ト』　（14，1％）
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△町道舗装工事（松代、松之山線）

■
土
木
費
…
…
…
一
億
八
千
四
百
万
円

　
土
本
費
は
、
昨
年
度
よ
り
三
千
三
百

万
円
増
で
、
構
成
比
で
十
七
・
四
％
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
毎
年
、
生
活
道
路
の
改
良
、

ほ
　
そ
う

舗
装
を
中
心
に
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

こ
と
し
も
昨
年
に
続
い
て
、
み
な
さ
ん

の
要
望
に
こ
た
え
る
た
め
整
備
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
の
土
木
事
業
の
内
容
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

▽
松
代
松
之
山
線
（
修
業
者
地
内
か
ら

兎
口
地
内
）
舗
装
工
事
費

　
　
　
　
　
　
…
…
…
二
千
五
百
万
円

　
昨
年
県
代
行
事
業
で
改
良
し
た
所
を
延
長
千
三
百
六
灯
を
舗
装
改
良

す
る
工
事
費
で
す
。
　
（
こ
と
し
で
浦
田

か
ら
松
口
の
は
ず
れ
ま
で
全
線
舗
装
が

完
成
し
ま
す
）

▽
大
荒
戸
松
代
線
改
良
工
事
費

　
　
　
　
　
　
…
…
千
九
百
七
十
万
円

　
昨
年
の
改
良
に
引
き
続
い
て
、
大
荒

戸
部
落
ま
で
を
延
長
六
百
九
十
岩
、
巾

員
四
娯
に
道
路
改
良
す
る
工
事
費
で
す
。

（
こ
と
し
で
完
成
）

▽
松
ロ
松
之
山
線
改
良
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
－
…
…
千
八
百
万
円

　
昨
年
の
改
良
に
引
き
続
い
て
、
こ
と

し
は
光
間
部
落
内
を
延
長
五
百
九
十
五

欝
、
巾
員
四
～
五
慧
に
道
路
改
良
す
る

工
事
費
で
す
。
　
（
こ
と
し
で
完
成
）

▽
崩
田
田
麦
立
線
改
良
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
、
，
：
：
，
千
四
百
万
円

　
昨
年
の
改
良
に
引
き
続
い
て
（
継
続

三
年
目
）
月
池
地
内
を
延
長
四
百
尉
、

巾
員
四
暦
に
道
路
改
良
す
る
工
事
費
で

す
。▽
学
校
線
舗
装
工
事
費
…
千
六
十
万
円

　
学
校
側
か
ら
の
要
望
の
あ
り
ま
し
た

つ
ぎ
の
小
中
学
校
線
を
、
こ
と
し
舗
装

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
松
之
山
小
学
校
線
は
巾
員
五
冒
で
延

長
百
三
十
冒
を
舗
装
し
ま
す
。

　
松
之
山
中
学
校
線
は
巾
員
四
灯
で
延

長
三
百
薪
を
舗
装
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
除
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
機
械
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
タ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
車
（

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
シ
ヨ
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
付
）

一
台
購
入
費
…
…
…
…
…
千
七
百
万
円

▽
除
雪
機
械
運
営
費
…
…
千
七
百
万
円

　
こ
の
経
費
の
内
容
は
、
冬
期
除
雪
臨

時
運
転
手
十
三
人
賃
金
の
ほ
か
、
ブ
ル

の
燃
料
費
、
修
繕
費
な
ど
冬
期
除
雪
の

た
め
の
経
費
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

▽
県
営
事
業
負
担
金
：
・
…
千
三
百
万
円

　
町
で
は
、
毎
年
町
内
の
国
県
道
の
改

良
、
舗
装
、
な
だ
れ
防
止
、
地
す
べ
り

防
止
工
事
な
ど
の
事
業
を
促
進
し
て
い

た
だ
く
た
め
国
・
県
に
働
き
か
け
を
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
公
共
、
県
単
事
業
費
の
町
の
要

求
額
十
億
七
千
万
円
に
対
す
る
町
の
負

担
金
で
す
。
こ
の
ほ
か
町
道
敷
砂
利
等

で
一
千
万
円
の
経
費
を
計
上
。

，繰

　
砺
．
轍
灘

弼
、
　
円
ー

　
　
　
砺
％

　
費
泥
略

　
　
　
齢

　
件
H

　
人

　
　
　
　
一
譜
、

物　件　費

1億4，8507」

　（14，1％ノ

虻
薄
爆
欝
舵

　性貿別

歳出合計

10億5，438万円

撚
卿 費＼鱒

　　　　補助｛醐　撚
　　　　　鰯円（4惚錨
　　　　　　・5・1％1懸，

債費　　錨
糊　響．／
　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　雄多㌻補修嘘讐2，826万円

　　　　　　　　　　　　　（2，7％）

躍
難

．
灘
，　144．4％〉

、，隔

　　　その他3，謝万円／

　　　　　　　＝3．2％〉

額

たり

38円

り
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鰐

　3月定例議会で、昭和50年度の

各会計予算が決まり、4月1日か

ら新しい仕事にスタートがきられ

ました。

　予算総額では、一般会計、特別

会計（国保、水道、共済）をあわ

せて14億9千5百万円を始め、非

常勤の特別職報酬、町職員の給与

並びに旅費条例などが審議され、

いずれも賛成多数で37議案が原案

どおり可決されました。

　ことしの予算編成にあたり、昨

年に引き続いて「国、地方を通ず

る総需要抑制策や物価の高騰』な

ど、巌しい財政運営の年を迎える

なかで、今後において財源確保に

最大限の努力を注ぎ、あくまでも

町民の福祉と環境整備を積極的に

取り組み、豊かな町民生活を建設

するため、ことしの予算編成にっ

とめました。

　それでは、ことしの町の仕事に

ついて、つぎにより概略説明しま

す。

ノ
36万円
（2．0％

　　　　　　　　　　　癖　　　　　　陶

賠琶

14億9千万円でスタート50年度予算総額

引
き
続
き
重
点
施
策
に

松
里
小
・
校
舎
（
謙
脇
）
を
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
設
費
　
　
一
億
五
千
五
百
万
円

■
教
育
費
…
…
二
億
五
千
六
百
万
円

　
教
育
費
は
、
昨
年
度
よ
り
一
億
二

千
三
百
万
円
増
で
、
一
般
会
計
中
一

番
大
き
な
比
率
と
な
り
、
全
体
の
二

十
四
％
を
し
め
て
い
ま
す
。

　
地
方
自
治
体
の
財
政
危
機
が
叫
ば

れ
て
い
る
状
態
の
年
を
迎
え
る
に
当

り
、
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
、
教
育

施
設
の
整
備
に
、
松
里
小
学
校
（
二

年
継
続
）
校
舎
を
鉄
筋
三
階
建
、
延

べ
千
六
百
五
十
㎡
を
一
億
五
千
五
百

万
円
（
一
般
財
源
四
千
万
円
、
借
金

三
千
百
万
円
、
国
県
補
助
金
八
千
四

百
万
円
）
見
込
ん
で
新
築
さ
れ
ま
す
。

　
次
に
経
常
的
な
経
費
と
し
て
、
教

育
委
員
会
費
千
三
百
万
円
、
高
校
費

四
百
万
円
、
小
学
校
給
食
婦
賃
金
（

十
二
人
）
六
百
五
十
八
万
円
、
中
学
校

給
食
婦
賃
金
（
六
人
）
三
百
二
十
二
万

円
で
、
小
中
学
校
給
食
婦
賃
金
は
、
一

人
一
日
二
千
九
百
円
（
平
均
）
で
年
間

百
八
十
日
分
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
ん
冬
の
各
学
校
除
雪
は
、
昨
年
に

続
い
て
豪
雪
に
見
ま
わ
れ
、
よ
う
い
で

な
か
っ
た
が
、
こ
と
し
の
除
雪
賃
金
は

一
日
一
人
除
雪
（
木
造
換
算
補
正
坪
数

）
坪
数
二
十
坪
と
し
て
三
回
分
が
、
小

学
校
で
は
百
二
十
九
万
円
、
中
学
校
で

は
四
十
九
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
各
学
校
の
営
繕
修
繕
費

消
粍
品
費
、
燃
料
費
、
教
材
費
な
ど
あ

わ
せ
て
、
小
学
校
費
に
二
千
二
百
万
円

中
学
校
費
に
千
六
百
万
円
が
計
上
さ
れ

松
中
寄
宿
舎
運
営
費
四
百
二
十
万
円
、

社
会
教
育
費

に
六
百
三
十

万
円
（
社
会

教
育
団
体
の

負
担
金
、
補

助
金
と
経
常

的
な
経
費
）

　
公
民
館
費

に
百
十
万
円

　
町
民
ブ
ー

ル
運
営
費
に

六
十
万
円
な

ど
の
経
費
が

見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

義
鷺
砺
編

3
0
0
3
1

円
円
円
円
円
円
円

　
　
　
　
　
　
　

覆
謡
伽
説

へ
　
　
　
缶
L

費
費
費
費
費
金
費

　
　
旧
出

生
働
工
防
復
芝
備

　
　
害

衛
労
商
消
災
諸
予

一般会計予算額

　10億5千万円

歳入
　　　　　　　　　　　　　　　　5，147ノヲFう　（4．9％）

　　　　　　　　　　その他　　町税

　　　　　　　　ド　　　7，283万円
　　　　　町　債
　　　　　　　　　　　　16．9％1
　　　　1億2，750万円

　　　　　　　112．1％〉　　　　蔑

県鵬　　 響麟灘1鑓
1億糊ヨ1鱗、，　，騰，

（50．0％）

国庫芝出金

1億4，876万円

ト』　（14，1％）

Ill”ll
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△町道舗装工事（松代、松之山線）

■
土
木
費
…
…
…
一
億
八
千
四
百
万
円

　
土
本
費
は
、
昨
年
度
よ
り
三
千
三
百

万
円
増
で
、
構
成
比
で
十
七
・
四
％
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
毎
年
、
生
活
道
路
の
改
良
、

ほ
　
そ
う

舗
装
を
中
心
に
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

こ
と
し
も
昨
年
に
続
い
て
、
み
な
さ
ん

の
要
望
に
こ
た
え
る
た
め
整
備
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
の
土
木
事
業
の
内
容
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

▽
松
代
松
之
山
線
（
修
業
者
地
内
か
ら

兎
口
地
内
）
舗
装
工
事
費

　
　
　
　
　
　
…
…
…
二
千
五
百
万
円

　
昨
年
県
代
行
事
業
で
改
良
し
た
所
を
延
長
千
三
百
六
灯
を
舗
装
改
良

す
る
工
事
費
で
す
。
　
（
こ
と
し
で
浦
田

か
ら
松
口
の
は
ず
れ
ま
で
全
線
舗
装
が

完
成
し
ま
す
）

▽
大
荒
戸
松
代
線
改
良
工
事
費

　
　
　
　
　
　
…
…
千
九
百
七
十
万
円

　
昨
年
の
改
良
に
引
き
続
い
て
、
大
荒

戸
部
落
ま
で
を
延
長
六
百
九
十
岩
、
巾

員
四
娯
に
道
路
改
良
す
る
工
事
費
で
す
。

（
こ
と
し
で
完
成
）

▽
松
ロ
松
之
山
線
改
良
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
－
…
…
千
八
百
万
円

　
昨
年
の
改
良
に
引
き
続
い
て
、
こ
と

し
は
光
間
部
落
内
を
延
長
五
百
九
十
五

欝
、
巾
員
四
～
五
慧
に
道
路
改
良
す
る

工
事
費
で
す
。
　
（
こ
と
し
で
完
成
）

▽
崩
田
田
麦
立
線
改
良
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
、
，
：
：
，
千
四
百
万
円

　
昨
年
の
改
良
に
引
き
続
い
て
（
継
続

三
年
目
）
月
池
地
内
を
延
長
四
百
尉
、

巾
員
四
暦
に
道
路
改
良
す
る
工
事
費
で

す
。▽
学
校
線
舗
装
工
事
費
…
千
六
十
万
円

　
学
校
側
か
ら
の
要
望
の
あ
り
ま
し
た

つ
ぎ
の
小
中
学
校
線
を
、
こ
と
し
舗
装

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
松
之
山
小
学
校
線
は
巾
員
五
冒
で
延

長
百
三
十
冒
を
舗
装
し
ま
す
。

　
松
之
山
中
学
校
線
は
巾
員
四
灯
で
延

長
三
百
薪
を
舗
装
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
除
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
機
械
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
タ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
車
（

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
シ
ヨ
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
付
）

一
台
購
入
費
…
…
…
…
…
千
七
百
万
円

▽
除
雪
機
械
運
営
費
…
…
千
七
百
万
円

　
こ
の
経
費
の
内
容
は
、
冬
期
除
雪
臨

時
運
転
手
十
三
人
賃
金
の
ほ
か
、
ブ
ル

の
燃
料
費
、
修
繕
費
な
ど
冬
期
除
雪
の

た
め
の
経
費
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

▽
県
営
事
業
負
担
金
：
・
…
千
三
百
万
円

　
町
で
は
、
毎
年
町
内
の
国
県
道
の
改

良
、
舗
装
、
な
だ
れ
防
止
、
地
す
べ
り

防
止
工
事
な
ど
の
事
業
を
促
進
し
て
い

た
だ
く
た
め
国
・
県
に
働
き
か
け
を
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
公
共
、
県
単
事
業
費
の
町
の
要

求
額
十
億
七
千
万
円
に
対
す
る
町
の
負

担
金
で
す
。
こ
の
ほ
か
町
道
敷
砂
利
等

で
一
千
万
円
の
経
費
を
計
上
。

，繰

　
砺
．
轍
灘

弼
、
　
円
ー

　
　
　
砺
％

　
費
泥
略

　
　
　
齢

　
件
H

　
人

　
　
　
　
一
譜
、

物　件　費

1億4，8507」

　（14，1％ノ

虻
薄
爆
欝
舵

　性貿別

歳出合計

10億5，438万円

撚
卿 費＼鱒

　　　　補助｛醐　撚
　　　　　鰯円（4惚錨
　　　　　　・5・1％1懸，

債費　　錨
糊　響．／
　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　雄多㌻補修嘘讐2，826万円

　　　　　　　　　　　　　（2，7％）

躍
難

．
灘
，　144．4％〉

、，隔

　　　その他3，謝万円／

　　　　　　　＝3．2％〉

額
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り
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・確湯ど会説9

醐桝鯉と
・林道・農道の整備に

　　1億6千万円

襲
柚

農林・畜産

o“陰［311，1晦g”1”齢ll，1”，51””。，・1””1”［”［”謄II””鯛1”1”””IM鱒旧r”騰1』”，oM”r”麗lr””胴1”1”1”1601縷闘””II””1”1鱒1””1聞1”1”聖1””1量”1”llll川lll””1””齢Illl”III”15”II””II，1”邑”1聖1”聖”騰II”，lM””1騰lm1鵬1，”II飢”1”鱒9””1髄”1，ll謄［”II欄コーホーまつのやま　50．4．251－8”IMr｝”9側llll”

△大厳寺原牧場（32励

老
人
福
祉
と

　
　
　
保
育
所
費
に

　
　
　
　
　
　
　
　
九
干
万
円

■
民
生
費
…
…
…
…
…
九
千
八
十
万
円

　
民
生
費
は
、
昨
年
度
よ
り
二
千
四
百

万
円
増
額
、
お
も
な
内
容
は
、
め
ぐ
ま

れ
な
い
老
人
福
祉
の
充
実
の
た
め
、
そ

の
経
費
、
老
人
医
療
費
、
ひ
と
り
老
人

医
療
費
に
二
千
五
百
万
円
、
町
老
人
ク

ラ
ブ
補
助
金
（
十
四
ク
ラ
ブ
）
七
十
二

万
円
、
ま
た
、
ね
た
き
り
老
人
用
特
別

寝
台
一
台
購
入
費
、
老
人
健
康
診
査
費

や
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
と
老
人
相
談
員

（
二
人
）
の
賃
金
な
ど
の
経
費
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
重
度
心
身
障
害
児
（
者
）

口
農
林
水
産
業
費
…
：
…
二
億
百
万
円

　
農
林
業
費
で
は
、
昨
年
度
よ
り
二
千

二
百
万
円
増
で
、
一
般
会
計
中
二
番
目

に
大
き
な
比
率
で
全
体
の
十
九
・
一
％

を
し
め
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
か
ら
事
業
に
着
手
さ
れ
る
自

然
休
養
村
事
業
費
や
、
小
規
模
基
盤
整

補
助
金
、
林
道
開
設
、
農
道
整
備
な
ど

大
巾
な
増
額
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
お
も
な
事
業
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▽
農
業
振
興
費
…
：
－
：
－
…
…
七
百
万
円

　
各
種
農
業
団
体
に
対
す
る
農
業
奨
励

補
助
金
、
負
担
金
が
お
も
で
、
小
規
模

基
盤
整
備
補
助
金
（
田
な
ら
し
）
と
し

て
、
水
田
六
町
歩
分
を
見
込
ん
で
、
十

ア
ー
ル
当
り
事
業
費
十
五
万
円
を
最
高

限
度
額
と
し
て
三
十
五
％
の
補
助
三
百

二
十
万
円
を
計
上
し
、
農
業
経
営
の
近

代
化
と
農
用
地
の
拡
張
整
備
の
実
施
に

対
し
、
そ
の
事
業
費
の
一
部
を
予
算
の

範
囲
内
に
お
い
て
町
が
補
助
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
た
ば
こ
近
代
化
施
設

補
助
金
、
養
蚕
共
同
飼
育
補
助
金
な
ど

生
産
組
合
に
支
出
す
る
経
費
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

▽
自
然
休
養
村
整
備
事
業
費

　
　
　
　
：
…
－
二
千
九
百
九
十
万
円

　
野
鳥
と
い
で
湯
と
伝
説
を
キ
ャ
ヅ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
自
然
休
養
村
事
業
費
は
、

単
独
融
資
事
業
を
含
め
て
四
年
計
画
で
、

総
事
業
費
三
億
九
千
七
百
万
円
で
、
こ

と
し
か
ら
事
業
に
着
手
さ
れ
ま
す
。

　
こ
と
し
の
事
業
の
内
容
は
、
○
中
原

観
光
め
ん
羊
牧
場
造
成
費
千
六
百
万
円

　
へ
六
町
歩
）
、
○
湯
山
観
光
く
り
園
造

ρン、、

、、

菊
と
）

医
療
費
、
児
童
施
設
入
所
者
補
助
金
、

在
宅
重
身
心
障
害
児
手
当
、
児
童
手
当

（
二
百
二
十
人
）
な
ど
千
百
万
円
、
国

民
年
金
事
務
費
五
百
七
十
万
円
、
老
人

い
こ
い
の
家
運
営
費
百
八
十
万
円
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
ず
。

　
こ
の
ほ
か
、
各
保
育
費
（
常
設
、
へ

き
地
、
季
節
）
二
千
五
百
万
円
が
見
込

ま
れ
、
園
長
、
保
母
の
手
当
の
ほ
か
、

黒
倉
保
育
園
児
と
下
布
川
地
区
保
育
園

児
の
通
園
補
助
な
ど
、
各
保
育
所
の
運

営
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

母
子
保
健
の
向
上
と

　
　
福
祉
の
増
進
に
…

■
衛
生
費
…
…
…
…
四
千
百
二
十
万
円

　
衛
生
費
は
、
昨
年
度
よ
り
千
百
万
円

の
増
額
で
、
町
民
が
健
康
な
毎
日
を
送

る
た
め
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
経
費
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

▽
予
防
費
で
は
、
予
防
接
種
（
法
定
伝

染
病
、
日
本
脳
炎
、
結
核
）
、
寄
生
虫

予
防
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
代

成
人
病
予
防
検
診
（
胃
、
婦
人
、
循
環

器
）
な
ど
予
防
の
経
費
四
百
七
十
万
円

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

四
千
万
円

▽
母
子
衛
生
費
で
は
、
生
ま
れ
て
く
る

母
子
保
健
の
向
上
と
福
祉
の
増
進
の
た

め
に
、
妊
産
婦
、
新
生
児
、
母
性
保
護

指
導
費
や
、
乳
幼
児
検
診
、
妊
産
婦
検

診
な
ど
の
ほ
か
、
妊
産
婦
お
よ
び
乳
児

医
療
費
の
助
成
と
母
子
栄
養
強
化
用
粉

乳
代
の
経
費
二
百
八
十
万
円
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

▽
町
営
火
葬
場
運
営
費
で
は
、
炉
体
内

部
耐
火
レ
ン
ガ
の
ま
き
た
て
替
え
に
よ

る
修
繕
費
、
火
葬
場
に
電
話
設
置
費
の

　
　
　
1
ゆ
ヌ
ー

成
費
（
二
町
歩
）
二
百

五
十
五
万
円
、
○
天
水

越
特
産
観
光
き
の
こ
園

（
二
町
歩
）
六
百
三
十

万
円
、
○
蓄
養
殖
池
（

田
麦
立
）
施
設
費
（
一

ヵ
所
百
㎡
）
百
三
十
万

円
、
○
資
料
館
建
設
用

古
家
購
入
費
百
五
十
万

円
（
建
設
予
定
地
は
湯

山
）
な
ど
の
経
費
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
）
（

全
体
計
画
の
あ
ら
ま
し

は
後
日
広
報
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
）

▽
草
地
利
用
対
策
費

　
　
…
…
百
五
十
万
円

　
こ
の
経
費
は
、
大
厳

寺
原
牧
場
の
運
営
費
が
お
も
に
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

▽
林
道
天
水
越
線
開
設
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
…
…
四
千
百
万
円

　
昨
年
に
引
き
続
い
て
、
大
厳
寺
原
牧

場
か
ら
長
野
県
野
々
海
高
原
に
通
ず
る

継
続
四
年
目
で
、
こ
と
し
は
延
長
六
百

屑
、
巾
員
四
岩
を
開
設
す
る
L
事
費
で

す
。▽
一
般
農
道
東
山
線
改
良
工
事
費

　
　
　
　
　
　
－
…
i
二
千
八
百
万
円

　
昨
年
に
続
い
て
継
続
三
年
目
で
、
こ

と
し
は
、
赤
倉
橋
か
ら
東
山
部
落
に
向

っ
て
延
長
三
百
六
十
冒
、
巾
員
四
・
五

厨
に
改
良
す
る
工
事
費
で
す
。

▽
造
林
事
業
費
…
…
…
…
千
六
十
万
円

　
ぽ
い
山
を
緑
に
、
食
い
る
林
業
に
す

る
た
め
、
町
で
は
毎
年
、
団
地
造
林
事

　
　
　
れ
い
じ
ゅ
ヶ

ほ
か
、
吊
、
並
枢
車
（
中
古
ジ
ー
ブ
一
台
）

購
入
費
と
運
営
管
理
費
で
三
百
万
円
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

▽
ご
み
し
尿
処
理
費
関
係
で
は
、
津
南

清
掃
セ
ン
タ
ー
組
合
（
津
南
町
、
中
里

村
、
長
野
県
栄
村
、
松
之
山
町
）
負
担

金
が
お
も
で
、
し
尿
処
理
関
係
で
、
現

有
施
設
で
は
一
日
の
処
理
料
を
処
理
し

き
れ
な
い
状
態
に
な
り
、
こ
と
し
と
来

年
の
ニ
カ
年
計
画
で
、
こ
と
し
の
し
尿

処
理
施
設
の
増
改
築
工
事
費
に
対
す
る

負
担
金
四
百
二
十
万
円
、
ご
み
処
理
施

設
関
係
も
、
現
有
施
設
で
は
処
理
し
き

れ
な
い
状
態
に
な
り
、
こ
と
し
と
来
年

の
ニ
カ
年
計
画
で
、
．
こ
み
処
理
施
設
の

増
改
築
工
事
費
に
対
す
る
負
担
金
五
百

万
円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

△林道天水越線開設

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
は
昨
年
に
続
い
て
、
東
山
団

地
造
林
事
業
費
で
、
保
育
下
刈
五
十
二

町
歩
、
補
植
十
八
町
歩
、
新
植
五
町
歩

ま
た
、
作
業
道
路
千
五
百
后
を
計
画
し

　
こ
の
ほ
か
に
、
杉
苗
木
代
や
肥
料
代

ブ
ル
の
借
上
料
な
ど
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

▽
県
単
生
産
基
盤
整
備
事
業
費

　
　
　
　
…
…
…
：
千
三
百
九
十
万
円

　
こ
の
事
業
は
、
中
尾
地
区
、
水
田
受

益
面
積
九
町
歩
に
、
県
費
四
十
％
、
町

費
三
十
％
、
受
益
者
負
担
三
十
％
の
事

業
費
割
合
に
よ
り
、
高
低
差
百
十
六
岩

の
下
（
ダ
ム
）
か
ら
ボ
ン
ブ
で
水
を
く

み
上
げ
て
、
配
水
管
（
延
長
三
百
五
十

四
灯
）
で
水
田
に
水
を
引
く
計
画
の
事

業
費
で
す
。

　
火
葬
場
の
使
用
料
が
、
四
月
一
日
か

ら
つ
ぎ
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
の

で
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

○火葬場の使用料

区　　　分 使　　用　　料

12歳以上の者 1人につぎ　7，000円

12才未満の者 〃　　　5，000円

死産胎児 1胎につき　3，000円

分娩による汚物 1個につき　3，000円

窪欝車を利肌 1回につき　1，000円

本
山
保
健
婦
が
就
任

　
国
保
に
は
、
お
医
者
さ
ん
に
医

療
費
を
支
払
う
仕
事
だ
け
で
な
く

保
健
婦
が
中
心
に
な
っ
た
町
民
全

体
の
健
康
の
保
持
増
進
の
仕
事
が

あ
り
ま
す
。
今
ま
で
一
名
の
保
健

婦
で
町
全
体
を
担
当
し
て
い
ま
し

保
健
婦

　
本
　
山
　
泰
　
子

た
が
、
一
名
増
員
し
て
四
月
か
ら

本
山
保
健
婦
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
松
之
山
、
東
川
地
区
を
本
山
保

健
婦
、
松
里
、
浦
田
地
区
を
小
川

保
健
婦
が
担
当
し
ま
す
の
で
、
病

気
の
予
防
活
動
や
家
庭
訪
間
、
乳

幼
児
、
妊
産
婦
の
健
康
管
理
の
相

談
な
ど
、
大
い
に
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

鰻iii嚢iiii蓑i妻

　
こ
の
運
動
は
、
歩
行
者
、

運
転
者
の
交
通
安
全
思
想
の

徹
底
を
図
り
、
正
し
い
交
通

ル
ー
ル
の
実
践
を
習
慣
づ
け

交
通
事
故
の
防
止
を
図
る
た

め
に
行
な
う
も
の
で
す
。

　
特
に
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
守

っ
て
、
町
か
ら
事
故
を
な
く

し
ま
し
よ
う
。

欺取×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

ガ
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
し

　
　
　
　
□
こ
ど
も
、
老
人
を

　
　
　
　
交
通
事
故
か
ら
守
り

欺
　
ま
し
ょ
－
．
　
欺

×
　
　
　
　
ロ
バ
イ
ク
の
笹
酬
謀
な
　
×

×
　
　
　
　
運
転
は
や
め
よ
う
。
　
×

×
　
　
　
　
□
町
内
の
道
路
は
カ
　
×

×
　
　
　
　
ー
ブ
が
多
く
危
険
で
　
×

窟
　
す
、
カ
ー
ブ
は
除
こ

×
　
　
し
ま
し
よ
う
・
　
　
X

　
　
動

　
　
運
×
全
　
　
　
　
x

　
　
安

×
通
　
　
　
　
　
×

　
　
交

　
　
の

窟
春
□
飲
酒
運
転
は
や
め
欺

×
　
　
ま
し
よ
う
・
　
　
×

　
松
之
山
町
長
、
町
議
会
議
員

の
任
期
満
了
に
と
も
な
い
、
選

挙
投
票
日
は
八
月
三
十
日
（
土

）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
主
権
者
と
し
て
、
一
人
一
人

が
高
い
選
挙
道
義
に
徹
し
、
明

る
く
正
し
い
選
挙
が
行
な
わ
れ

る
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

騒
松之山町の4年間を託せる人を

嚢
’

臨議醤選挙投票日は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蜜、．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羅
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・確湯ど会説9

醐桝鯉と
・林道・農道の整備に

　　1億6千万円

襲
柚

農林・畜産
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△大厳寺原牧場（32励

老
人
福
祉
と

　
　
　
保
育
所
費
に

　
　
　
　
　
　
　
　
九
干
万
円

■
民
生
費
…
…
…
…
…
九
千
八
十
万
円

　
民
生
費
は
、
昨
年
度
よ
り
二
千
四
百

万
円
増
額
、
お
も
な
内
容
は
、
め
ぐ
ま

れ
な
い
老
人
福
祉
の
充
実
の
た
め
、
そ

の
経
費
、
老
人
医
療
費
、
ひ
と
り
老
人

医
療
費
に
二
千
五
百
万
円
、
町
老
人
ク

ラ
ブ
補
助
金
（
十
四
ク
ラ
ブ
）
七
十
二

万
円
、
ま
た
、
ね
た
き
り
老
人
用
特
別

寝
台
一
台
購
入
費
、
老
人
健
康
診
査
費

や
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
と
老
人
相
談
員

（
二
人
）
の
賃
金
な
ど
の
経
費
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
重
度
心
身
障
害
児
（
者
）

口
農
林
水
産
業
費
…
：
…
二
億
百
万
円

　
農
林
業
費
で
は
、
昨
年
度
よ
り
二
千

二
百
万
円
増
で
、
一
般
会
計
中
二
番
目

に
大
き
な
比
率
で
全
体
の
十
九
・
一
％

を
し
め
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
か
ら
事
業
に
着
手
さ
れ
る
自

然
休
養
村
事
業
費
や
、
小
規
模
基
盤
整

補
助
金
、
林
道
開
設
、
農
道
整
備
な
ど

大
巾
な
増
額
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
お
も
な
事
業
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▽
農
業
振
興
費
…
：
－
：
－
…
…
七
百
万
円

　
各
種
農
業
団
体
に
対
す
る
農
業
奨
励

補
助
金
、
負
担
金
が
お
も
で
、
小
規
模

基
盤
整
備
補
助
金
（
田
な
ら
し
）
と
し

て
、
水
田
六
町
歩
分
を
見
込
ん
で
、
十

ア
ー
ル
当
り
事
業
費
十
五
万
円
を
最
高

限
度
額
と
し
て
三
十
五
％
の
補
助
三
百

二
十
万
円
を
計
上
し
、
農
業
経
営
の
近

代
化
と
農
用
地
の
拡
張
整
備
の
実
施
に

対
し
、
そ
の
事
業
費
の
一
部
を
予
算
の

範
囲
内
に
お
い
て
町
が
補
助
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
た
ば
こ
近
代
化
施
設

補
助
金
、
養
蚕
共
同
飼
育
補
助
金
な
ど

生
産
組
合
に
支
出
す
る
経
費
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

▽
自
然
休
養
村
整
備
事
業
費

　
　
　
　
：
…
－
二
千
九
百
九
十
万
円

　
野
鳥
と
い
で
湯
と
伝
説
を
キ
ャ
ヅ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
自
然
休
養
村
事
業
費
は
、

単
独
融
資
事
業
を
含
め
て
四
年
計
画
で
、

総
事
業
費
三
億
九
千
七
百
万
円
で
、
こ

と
し
か
ら
事
業
に
着
手
さ
れ
ま
す
。

　
こ
と
し
の
事
業
の
内
容
は
、
○
中
原

観
光
め
ん
羊
牧
場
造
成
費
千
六
百
万
円

　
へ
六
町
歩
）
、
○
湯
山
観
光
く
り
園
造

ρン、、

、、

菊
と
）

医
療
費
、
児
童
施
設
入
所
者
補
助
金
、

在
宅
重
身
心
障
害
児
手
当
、
児
童
手
当

（
二
百
二
十
人
）
な
ど
千
百
万
円
、
国

民
年
金
事
務
費
五
百
七
十
万
円
、
老
人

い
こ
い
の
家
運
営
費
百
八
十
万
円
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
ず
。

　
こ
の
ほ
か
、
各
保
育
費
（
常
設
、
へ

き
地
、
季
節
）
二
千
五
百
万
円
が
見
込

ま
れ
、
園
長
、
保
母
の
手
当
の
ほ
か
、

黒
倉
保
育
園
児
と
下
布
川
地
区
保
育
園

児
の
通
園
補
助
な
ど
、
各
保
育
所
の
運

営
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

母
子
保
健
の
向
上
と

　
　
福
祉
の
増
進
に
…

■
衛
生
費
…
…
…
…
四
千
百
二
十
万
円

　
衛
生
費
は
、
昨
年
度
よ
り
千
百
万
円

の
増
額
で
、
町
民
が
健
康
な
毎
日
を
送

る
た
め
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
経
費
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

▽
予
防
費
で
は
、
予
防
接
種
（
法
定
伝

染
病
、
日
本
脳
炎
、
結
核
）
、
寄
生
虫

予
防
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
代

成
人
病
予
防
検
診
（
胃
、
婦
人
、
循
環

器
）
な
ど
予
防
の
経
費
四
百
七
十
万
円

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

四
千
万
円

▽
母
子
衛
生
費
で
は
、
生
ま
れ
て
く
る

母
子
保
健
の
向
上
と
福
祉
の
増
進
の
た

め
に
、
妊
産
婦
、
新
生
児
、
母
性
保
護

指
導
費
や
、
乳
幼
児
検
診
、
妊
産
婦
検

診
な
ど
の
ほ
か
、
妊
産
婦
お
よ
び
乳
児

医
療
費
の
助
成
と
母
子
栄
養
強
化
用
粉

乳
代
の
経
費
二
百
八
十
万
円
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

▽
町
営
火
葬
場
運
営
費
で
は
、
炉
体
内

部
耐
火
レ
ン
ガ
の
ま
き
た
て
替
え
に
よ

る
修
繕
費
、
火
葬
場
に
電
話
設
置
費
の

　
　
　
1
ゆ
ヌ
ー

成
費
（
二
町
歩
）
二
百

五
十
五
万
円
、
○
天
水

越
特
産
観
光
き
の
こ
園

（
二
町
歩
）
六
百
三
十

万
円
、
○
蓄
養
殖
池
（

田
麦
立
）
施
設
費
（
一

ヵ
所
百
㎡
）
百
三
十
万

円
、
○
資
料
館
建
設
用

古
家
購
入
費
百
五
十
万

円
（
建
設
予
定
地
は
湯

山
）
な
ど
の
経
費
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
）
（

全
体
計
画
の
あ
ら
ま
し

は
後
日
広
報
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
）

▽
草
地
利
用
対
策
費

　
　
…
…
百
五
十
万
円

　
こ
の
経
費
は
、
大
厳

寺
原
牧
場
の
運
営
費
が
お
も
に
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

▽
林
道
天
水
越
線
開
設
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
…
…
四
千
百
万
円

　
昨
年
に
引
き
続
い
て
、
大
厳
寺
原
牧

場
か
ら
長
野
県
野
々
海
高
原
に
通
ず
る

継
続
四
年
目
で
、
こ
と
し
は
延
長
六
百

屑
、
巾
員
四
岩
を
開
設
す
る
L
事
費
で

す
。▽
一
般
農
道
東
山
線
改
良
工
事
費

　
　
　
　
　
　
－
…
i
二
千
八
百
万
円

　
昨
年
に
続
い
て
継
続
三
年
目
で
、
こ

と
し
は
、
赤
倉
橋
か
ら
東
山
部
落
に
向

っ
て
延
長
三
百
六
十
冒
、
巾
員
四
・
五

厨
に
改
良
す
る
工
事
費
で
す
。

▽
造
林
事
業
費
…
…
…
…
千
六
十
万
円

　
ぽ
い
山
を
緑
に
、
食
い
る
林
業
に
す

る
た
め
、
町
で
は
毎
年
、
団
地
造
林
事

　
　
　
れ
い
じ
ゅ
ヶ

ほ
か
、
吊
、
並
枢
車
（
中
古
ジ
ー
ブ
一
台
）

購
入
費
と
運
営
管
理
費
で
三
百
万
円
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

▽
ご
み
し
尿
処
理
費
関
係
で
は
、
津
南

清
掃
セ
ン
タ
ー
組
合
（
津
南
町
、
中
里

村
、
長
野
県
栄
村
、
松
之
山
町
）
負
担

金
が
お
も
で
、
し
尿
処
理
関
係
で
、
現

有
施
設
で
は
一
日
の
処
理
料
を
処
理
し

き
れ
な
い
状
態
に
な
り
、
こ
と
し
と
来

年
の
ニ
カ
年
計
画
で
、
こ
と
し
の
し
尿

処
理
施
設
の
増
改
築
工
事
費
に
対
す
る

負
担
金
四
百
二
十
万
円
、
ご
み
処
理
施

設
関
係
も
、
現
有
施
設
で
は
処
理
し
き

れ
な
い
状
態
に
な
り
、
こ
と
し
と
来
年

の
ニ
カ
年
計
画
で
、
．
こ
み
処
理
施
設
の

増
改
築
工
事
費
に
対
す
る
負
担
金
五
百

万
円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

△林道天水越線開設

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
は
昨
年
に
続
い
て
、
東
山
団

地
造
林
事
業
費
で
、
保
育
下
刈
五
十
二

町
歩
、
補
植
十
八
町
歩
、
新
植
五
町
歩

ま
た
、
作
業
道
路
千
五
百
后
を
計
画
し

　
こ
の
ほ
か
に
、
杉
苗
木
代
や
肥
料
代

ブ
ル
の
借
上
料
な
ど
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

▽
県
単
生
産
基
盤
整
備
事
業
費

　
　
　
　
…
…
…
：
千
三
百
九
十
万
円

　
こ
の
事
業
は
、
中
尾
地
区
、
水
田
受

益
面
積
九
町
歩
に
、
県
費
四
十
％
、
町

費
三
十
％
、
受
益
者
負
担
三
十
％
の
事

業
費
割
合
に
よ
り
、
高
低
差
百
十
六
岩

の
下
（
ダ
ム
）
か
ら
ボ
ン
ブ
で
水
を
く

み
上
げ
て
、
配
水
管
（
延
長
三
百
五
十

四
灯
）
で
水
田
に
水
を
引
く
計
画
の
事

業
費
で
す
。

　
火
葬
場
の
使
用
料
が
、
四
月
一
日
か

ら
つ
ぎ
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
の

で
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

○火葬場の使用料

区　　　分 使　　用　　料

12歳以上の者 1人につぎ　7，000円

12才未満の者 〃　　　5，000円

死産胎児 1胎につき　3，000円

分娩による汚物 1個につき　3，000円

窪欝車を利肌 1回につき　1，000円

本
山
保
健
婦
が
就
任

　
国
保
に
は
、
お
医
者
さ
ん
に
医

療
費
を
支
払
う
仕
事
だ
け
で
な
く

保
健
婦
が
中
心
に
な
っ
た
町
民
全

体
の
健
康
の
保
持
増
進
の
仕
事
が

あ
り
ま
す
。
今
ま
で
一
名
の
保
健

婦
で
町
全
体
を
担
当
し
て
い
ま
し

保
健
婦

　
本
　
山
　
泰
　
子

た
が
、
一
名
増
員
し
て
四
月
か
ら

本
山
保
健
婦
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
松
之
山
、
東
川
地
区
を
本
山
保

健
婦
、
松
里
、
浦
田
地
区
を
小
川

保
健
婦
が
担
当
し
ま
す
の
で
、
病

気
の
予
防
活
動
や
家
庭
訪
間
、
乳

幼
児
、
妊
産
婦
の
健
康
管
理
の
相

談
な
ど
、
大
い
に
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

鰻iii嚢iiii蓑i妻

　
こ
の
運
動
は
、
歩
行
者
、

運
転
者
の
交
通
安
全
思
想
の

徹
底
を
図
り
、
正
し
い
交
通

ル
ー
ル
の
実
践
を
習
慣
づ
け

交
通
事
故
の
防
止
を
図
る
た

め
に
行
な
う
も
の
で
す
。

　
特
に
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
守

っ
て
、
町
か
ら
事
故
を
な
く

し
ま
し
よ
う
。

欺取×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

ガ
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
し

　
　
　
　
□
こ
ど
も
、
老
人
を

　
　
　
　
交
通
事
故
か
ら
守
り

欺
　
ま
し
ょ
－
．
　
欺

×
　
　
　
　
ロ
バ
イ
ク
の
笹
酬
謀
な
　
×

×
　
　
　
　
運
転
は
や
め
よ
う
。
　
×

×
　
　
　
　
□
町
内
の
道
路
は
カ
　
×

×
　
　
　
　
ー
ブ
が
多
く
危
険
で
　
×

窟
　
す
、
カ
ー
ブ
は
除
こ

×
　
　
し
ま
し
よ
う
・
　
　
X

　
　
動

　
　
運
×
全
　
　
　
　
x

　
　
安

×
通
　
　
　
　
　
×

　
　
交

　
　
の

窟
春
□
飲
酒
運
転
は
や
め
欺

×
　
　
ま
し
よ
う
・
　
　
×

　
松
之
山
町
長
、
町
議
会
議
員

の
任
期
満
了
に
と
も
な
い
、
選

挙
投
票
日
は
八
月
三
十
日
（
土

）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
主
権
者
と
し
て
、
一
人
一
人

が
高
い
選
挙
道
義
に
徹
し
、
明

る
く
正
し
い
選
挙
が
行
な
わ
れ

る
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

騒
松之山町の4年間を託せる人を

嚢
’

臨議醤選挙投票日は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蜜、．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羅
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2
■
議
会
費
：

惨

4千7百万円建設費…

：
二
千
百
万
円

　
議
会
費
は
前
年
度
よ
り
五
百
万
円
増

で
、
議
員
報
酬
（
二
十
二
人
）
千
二
百

四
十
万
円
、
議
員
手
当
（
四
ヵ
月
分
）

四
百
十
二
万
円
、
こ
の
ほ
か
は
、
経
常

的
な
経
費
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
総
務
費
…
…
…
…
…
一
億
二
千
万
円

　
総
務
費
は
、
昨
年
度
よ
り
二
千
七
百

万
円
の
増
額
で
、
お
も
な
内
容
は
、
三

役
の
報
酬
八
百
四
十
万
円
、
一
般
職
員

（
十
人
）
給
料
千
二
百
六
十
万
円
の
人

件
費
の
ほ
か
、
八
月
三
十
日
（
土
）
投

票
予
定
の
町
長
、
町
議
員
選
挙
費
や
、

こ
と
し
完
成
す
る
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

建
設
費
二
千
六
百
万
円
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
燥
財
婬
奮
縁
馴

■
消
防
費
…
：
－
…
…
…
三
千
一
二
百
万
円

　
消
防
費
関
係
で
は
、
町
民
の
生
命
や

財
産
を
火
災
か
ら
防
ぐ
た
め
に
、
年
々

消
防
施
設
の
充
実
と
、
消
火
活
動
の
機

動
性
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
こ
と
し
も
、
防
火
水
槽
二

基
の
新
設
、
非
常
用
放
送
施
設
（
屋
外

ス
ピ
ー
カ
ー
）
、
防
火
水
槽
改
良
工
事

と
給
水
施
設
の
補
助
金
で
、
消
防
施
設

費
に
五
百
万
円
の
ほ
か
、
草
ぶ
き
屋
根

改
造
補
助
金
（
一
㎡
当
り
二
百
円
）
四

十
万
円
、
上
越
地
域
消
防
組
合
負
担
金

二
千
五
十
万
円
を
計
上
し
、
こ
の
ほ
か

消
防
団
員
の
報
酬
、
火
災
出
勤
手
当
な

ど
経
常
費
を
あ
わ
せ
て
二
千
八
百
万
円

が
計
上
さ
れ
、
消
防
費
で
は
、
昨
年
度

よ
り
五
百
九
十
万
円
増
額
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

■
商
工
観
光
費
…
…
…
九
百
七
十
万
円

　
こ
の
経
費
は
、
町
内
中
小
企
業
貸
付

金
四
百
五
十
万
円
、
町
商
工
会
補
助
金

九
十
万
円
、
町
観
光
協
会
補
助
金
六
十

万
円
の
ほ
か
、
町
の
観
光
に
必
要
な
経

費
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
労
働
費
：
…
…
…
i
七
百
八
十
万
円

　
こ
の
経
費
は
お
も
に
出
稼
関
係
で
、

町
出
稼
共
助
会
費
、
出
稼
者
リ
ー
ダ
ー

会
議
費
、
帰
省
再
赴
任
バ
ス
代
な
ど
の

ほ
か
、
町
内
職
セ
ン
タ
i
運
営
費
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
公
債
費
i
…
…
…
…
七
千
＝
一
百
万
円

　
町
で
は
、
毎
年
住
み
よ
い
町
づ
く
り

の
た
め
に
、
種
々
の
大
き
な
建
設
葵
業

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
は
町
の
財
源
で
は
足
り
な
い

の
で
、
国
か
ら
安
い
利
ヂ
で
、
長
期
に

わ
た
っ
て
返
し
て
い
く
借
金
（
町
債
）

を
し
ま
す
。
こ
の
借
り
た
資
金
の
返
済

金
（
元
金
と
利
ヂ
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
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朧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
焼

孤
凱
順
財
齢
懸
陳
還

　
歳
出
の
う
ち
八
十
六
％
が
保
険
給

付
費
（
医
療
費
な
ど
）
で
し
め
て
い

ま
す
が
、
加
入
者
一
人
当
り
の
医
療

費
は
年
間
四
万
九
千
五
百
四
十
六
円

の
見
込
み
と
な
り
、
前
年
に
比
べ
て

二
十
九
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
た
び
重
な
る
医
療
費
の

改
定
や
、
各
種
医
療
費
の
無
料
化
制

度
、
高
額
療
養
費
制
度
な
ど
の
給
付

改
善
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
年

々
、
医
療
費
が
多

く
な
る
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

…
喜
ば
れ
る
高
額
…

療
養
費
制
度

　
町
の
国
保
で
は

昨
年
の
七
月
か
ら

一
人
が
一
ヵ
月
に

同
じ
病
院
（
入
院

と
通
院
は
別
）
で

治
療
を
受
け
て
芝

払
っ
た
一
部
負
担

国保会計予算総額

　　　　4億13万円

ま
す
。

㎜
保
険
料
は
一
世
帯
あ
た
り
…

…
前
年
よ
り
十
四
・
六
％
増
㎜

　
医
療
費
が
年
々
増
大
し
て
い
く
た
め

加
入
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
負
担
し
て
い

た
だ
く
保
険
税
も
年
々
ふ
え
て
い
き
ま

す
。　
こ
と
し
の
保
険
税
は
、
平
均
し
て
一

世
帯
あ
た
り
四
万
二
千
九
百
八
十
七
円

（
昨
年
度
よ
り
十
四
・
六
％
の
増
）
、

一
人
あ
た
り
で
は
一
万
一
千
八
百
六
十

織薇到、
　
　
　
　

趣
）
瞬

　
ハ

し
九
た
め
、
県
下
の
市
町
村
の
中
で
、

ち
よ
う
ど
平
均
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
ほ
か
の
市
町
村
で
は
、
な
か
に
は
、

一
世
帯
平
均
七
万
六
千
九
百
五
十
七
円

の
保
険
税
を
納
め
て
い
た
だ
か
な
い
と

国
保
事
業
を
や
っ
て
い
け
な
い
と
こ
ろ

も
あ
り
、
ど
の
市
町
村
も
、
保
険
税
が

多
く
な
る
こ
と
に
苦
し
ん
で
い
る
の
が

実
情
で
す
。

魯
醤
誰
隷
楼
旦

ノ，、

kU

．
）

Z
ノ

G▼　00

k）．
ノ

o

保険税は1世帯あたり
　　　　　　1鱒瞬ッブ

助産費は4万円・葬祭費は1万円，

金
が
三
万
円
を
こ
え
た
場
合
、
三
万

円
を
こ
え
る
分
を
、
国
保
で
負
担
す

る
と
い
う
高
額
療
養
費
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
は
、
一
カ

月
に
約
二
卜
五
件
、
八
十
万
円
の
支

払
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
か
に
は
、
一
ヵ
月
三
ヒ
万
円
ち

か
い
一
部
負
担
金
を
芝
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
方
が
、
、
二
万
円
で
す
ん

だ
と
い
う
こ
と
で
大
変
喜
ば
れ
て
い

八
円
（
昨
年
度
よ
り
十
七
・
九
％
増
）

と
な
り
ま
し
た
。

　
保
険
税
が
高
い
と
い
う
声
を
あ
ち
こ

ち
で
聞
か
れ
ま
す
が
、
私
た
ち
の
町
の

場
合
、
医
療
費
の
支
払
い
の
ほ
か
に
、

直
診
会
計
（
松
之
山
診
療
所
、
浦
田
診

療
所
）
に
多
額
の
繰
り
出
し
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
特
殊
事
情
が
あ

り
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
、
こ
と
し
は
一
般
会
計
か

ら
の
多
額
（
千
九
百
万
円
）
の
繰
入
を

　
社
会
保
険
で
は
、
助

産
費
は
最
低
六
万
円
に

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

町
の
国
保
で
も
国
の
指

導
な
ど
に
よ
り
、
社
保

の
水
準
に
近
づ
け
る
た

め
、
助
産
費
を
二
万
円

か
ら
四
万
円
に
引
き
上

げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
葬
祭
費
を
八

千
円
か
ら
一
万
円
に
引

き
上
げ
ま
し
た
。

…
簡
易
水
道
会
計
㎜

■
湯
本
簡
易
水
道
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　
：
…
百
八
万
二
千
円

■
松
之
山
地
区
簡
易
水
道
会
計
予
算

　
　
　
　
：
：
四
百
九
十
四
万
九
千
円

■
湯
山
簡
易
水
道
会
計
予
算

　
　
　
　
　
－
…
，
：
，
八
十
八
万
七
千
円

　
い
ず
れ
も
管
理
運
営
費
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
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こ
と
し
の
農
業
共
済
事
業
会
計
予
算

は
、
総
額
三
千
二
百
七
十
六
万
円
で
、

農
作
物
共
済
事
業
は
一
千
二
百
二
十
一

方
円
、
蚕
繭
共
済
事
業
は
三
十
四
万
円

家
畜
共
済
事
業
は
三
百
九
十
二
万
円
、

業
務
共
済
事
業
は
一
千
六
百
二
十
九
万

円
で
、
そ
れ
ぞ
れ
事
業
を
進
め
て
行
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
農
業
を
守
る
完
全
補
償
運
動
の
な
か

に
あ
っ
て
、
単
位
当
り
共
済
金
額
の
引

遜

き
上
げ
に
よ
り
、
補
償
を
充
実
し
、
水

稲
で
は
、
最
高
額
の
一
㎏
当
り
二
百
円

に
、
蚕
繭
も
条
例
に
よ
り
最
高
額
を
選

択
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
春
蚕
繭
は
、
箱

当
り
二
万
四
千
円
に
、
初
秋
蚕
繭
と
晩

秋
蚕
繭
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
万
二
千
円
に

引
き
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

水
稲
収
量
改
訂
調

査
の
実
施
に
つ
い
て

　
共
済
で
は
、
水
稲
の

引
き
受
に
際
し
て
、
水

九
十
地
区
の
坪
刈
を
実
施
し
、
そ
の
周

辺
全
部
で
四
百
五
十
ヵ
所
以
上
の
現
地

調
査
を
行
い
、
水
稲
収
量
等
級
改
訂
調

査
委
員
会
に
よ
り
充
分
検
討
の
上
、
適

正
な
基
準
収
量
を
設
定
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

（
そ
の
経
費
と
し
て
二
十
万
円
計
上
）

済
金
お
よ
び
48
年
と
49
年
に
芝
払
っ
た

無
事
戻
金
を
差
し
引
い
た
残
額
が
、
50

年
度
の
無
事
戻
金
と
な
り
、
対
象
者
は

九
百
十
六
名
に
な
り
ま
す
。

　
損
害
防
止
事
業
に
つ
い
て
は
、
背
負

撫
謙
麟

響

田
一
筆
ご
と
に
基
準
収
穫
量
を
定
め
て

い
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
の
農
業
技
術
の
進
歩
、
土

地
基
盤
整
備
等
に
よ
り
、
土
地
の
生
産

力
に
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
ご
で
、
県
の
補
助
事
業
に
よ
り
、

全
県
下
ニ
カ
年
事
業
で
、
す
で
に
実
施

さ
れ
た
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
も
と
に
、
町
内
九
団
地
に
分
類

50

年
度
無
事
戻
金
は

百
六
万
円

　
こ
と
し
、
無
事
戻
金
が
支
払
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
4
7
年
度
か
ら
4
9

年
度
ま
で
の
三
年
間
に
、
支
払
わ
れ
た

共
済
掛
金
（
事
務
費
賦
課
金
は
除
く
）

の
合
計
額
の
三
分
の
一
か
ら
、
4
7
年
度

か
ら
49
年
度
の
三
年
間
に
支
払
っ
た
共

■
○
　
’

動
散
三
十
台
、
一

台
二
万
四
千
円
の

補
助
を
計
画
し
、

養
蚕
で
は
、
各
戸

に
農
協
を
通
じ
て

配
歴
前
に
ホ
ル
マ
リ
ン
で
消
毒
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
家
畜
の
死
廃
事
故
が
増
え
て
い
ま
す

価
格
の
八
割
ま
で
加
入
で
き
ま
す
か
ら

事
故
に
そ
な
え
て
高
額
加
入
を
お
進
め

し
ま
す
。
　
（
掛
金
率
は
、
昨
年
度
よ
り

多
少
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
）

1川1㎜鱒1㎜・腿，1鵜III脚・7

生活の一部に

　しよう火の点検

螺
麗
紺
嚢

　長い冬も終りをつげ、やっと春を

迎えたという感じのこのごろですが、

上越地域消防組合管内において、こ

としに入って火災件数は、21件発生

し、被害額は1億円に達しています。

　これからは、気のゆるみや、空気
が乾燥し、チョットした火でも大火

になりがちですから、次の点に十分

ご注意ください。

■「だらしがないネエー……は火災

　危険がいっばいです。」

　　防火の第一歩は、まず整理整頓

　から。

■たき火の跡始末は完全にすること。

■外出、就寝前の火の元点検。

■消火器具のそなえつけと再点検。

□たばこの投げ捨てと寝たぽこ防止。

　“分遣所からのお知らせ”

　　」一火事と救急は…

　火事または救急の場合の通報は、

松之山局を呼び出し「火事」「救急」

と正しく言い、松代分遣所が出まし

たら「部落」　「家号」を落ちついて

言ってください。

　　　　　　（松代消防分遣所）

　　　　　　（松之山町消防団）

　
火
災
事
故
が
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す

不
慮
の
事
故
に
そ
な
え
て
、
時
価
い
っ

ぱ
い
の
高
額
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
建
物
共
済
加
入
推
進
に
は
、
嘱
託
員

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
49
年
度
で
は

一
戸
当
り
百
六
十
一
万
円
と
前
年
よ
り

二
十
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　毎日の生活のなかで、困りごと

心配ごとがありましたら、いっで

も人権擁護委員がご相談に応じて

くれます。

　相談は無料で、また、相談の内

容は、厳に秘密を守ることになっ

ています。人権擁護委員

　新山　山岸定佐久　電話168
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　、騨紹饗

2
■
議
会
費
：

惨

4千7百万円建設費…

：
二
千
百
万
円

　
議
会
費
は
前
年
度
よ
り
五
百
万
円
増

で
、
議
員
報
酬
（
二
十
二
人
）
千
二
百

四
十
万
円
、
議
員
手
当
（
四
ヵ
月
分
）

四
百
十
二
万
円
、
こ
の
ほ
か
は
、
経
常

的
な
経
費
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
総
務
費
…
…
…
…
…
一
億
二
千
万
円

　
総
務
費
は
、
昨
年
度
よ
り
二
千
七
百

万
円
の
増
額
で
、
お
も
な
内
容
は
、
三

役
の
報
酬
八
百
四
十
万
円
、
一
般
職
員

（
十
人
）
給
料
千
二
百
六
十
万
円
の
人

件
費
の
ほ
か
、
八
月
三
十
日
（
土
）
投

票
予
定
の
町
長
、
町
議
員
選
挙
費
や
、

こ
と
し
完
成
す
る
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

建
設
費
二
千
六
百
万
円
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
燥
財
婬
奮
縁
馴

■
消
防
費
…
：
－
…
…
…
三
千
一
二
百
万
円

　
消
防
費
関
係
で
は
、
町
民
の
生
命
や

財
産
を
火
災
か
ら
防
ぐ
た
め
に
、
年
々

消
防
施
設
の
充
実
と
、
消
火
活
動
の
機

動
性
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
こ
と
し
も
、
防
火
水
槽
二

基
の
新
設
、
非
常
用
放
送
施
設
（
屋
外

ス
ピ
ー
カ
ー
）
、
防
火
水
槽
改
良
工
事

と
給
水
施
設
の
補
助
金
で
、
消
防
施
設

費
に
五
百
万
円
の
ほ
か
、
草
ぶ
き
屋
根

改
造
補
助
金
（
一
㎡
当
り
二
百
円
）
四

十
万
円
、
上
越
地
域
消
防
組
合
負
担
金

二
千
五
十
万
円
を
計
上
し
、
こ
の
ほ
か

消
防
団
員
の
報
酬
、
火
災
出
勤
手
当
な

ど
経
常
費
を
あ
わ
せ
て
二
千
八
百
万
円

が
計
上
さ
れ
、
消
防
費
で
は
、
昨
年
度

よ
り
五
百
九
十
万
円
増
額
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

■
商
工
観
光
費
…
…
…
九
百
七
十
万
円

　
こ
の
経
費
は
、
町
内
中
小
企
業
貸
付

金
四
百
五
十
万
円
、
町
商
工
会
補
助
金

九
十
万
円
、
町
観
光
協
会
補
助
金
六
十

万
円
の
ほ
か
、
町
の
観
光
に
必
要
な
経

費
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
労
働
費
：
…
…
…
i
七
百
八
十
万
円

　
こ
の
経
費
は
お
も
に
出
稼
関
係
で
、

町
出
稼
共
助
会
費
、
出
稼
者
リ
ー
ダ
ー

会
議
費
、
帰
省
再
赴
任
バ
ス
代
な
ど
の

ほ
か
、
町
内
職
セ
ン
タ
i
運
営
費
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
公
債
費
i
…
…
…
…
七
千
＝
一
百
万
円

　
町
で
は
、
毎
年
住
み
よ
い
町
づ
く
り

の
た
め
に
、
種
々
の
大
き
な
建
設
葵
業

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
は
町
の
財
源
で
は
足
り
な
い

の
で
、
国
か
ら
安
い
利
ヂ
で
、
長
期
に

わ
た
っ
て
返
し
て
い
く
借
金
（
町
債
）

を
し
ま
す
。
こ
の
借
り
た
資
金
の
返
済

金
（
元
金
と
利
ヂ
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
焼

孤
凱
順
財
齢
懸
陳
還

　
歳
出
の
う
ち
八
十
六
％
が
保
険
給

付
費
（
医
療
費
な
ど
）
で
し
め
て
い

ま
す
が
、
加
入
者
一
人
当
り
の
医
療

費
は
年
間
四
万
九
千
五
百
四
十
六
円

の
見
込
み
と
な
り
、
前
年
に
比
べ
て

二
十
九
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
た
び
重
な
る
医
療
費
の

改
定
や
、
各
種
医
療
費
の
無
料
化
制

度
、
高
額
療
養
費
制
度
な
ど
の
給
付

改
善
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
年

々
、
医
療
費
が
多

く
な
る
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

…
喜
ば
れ
る
高
額
…

療
養
費
制
度

　
町
の
国
保
で
は

昨
年
の
七
月
か
ら

一
人
が
一
ヵ
月
に

同
じ
病
院
（
入
院

と
通
院
は
別
）
で

治
療
を
受
け
て
芝

払
っ
た
一
部
負
担

国保会計予算総額

　　　　4億13万円

ま
す
。

㎜
保
険
料
は
一
世
帯
あ
た
り
…

…
前
年
よ
り
十
四
・
六
％
増
㎜

　
医
療
費
が
年
々
増
大
し
て
い
く
た
め

加
入
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
負
担
し
て
い

た
だ
く
保
険
税
も
年
々
ふ
え
て
い
き
ま

す
。　
こ
と
し
の
保
険
税
は
、
平
均
し
て
一

世
帯
あ
た
り
四
万
二
千
九
百
八
十
七
円

（
昨
年
度
よ
り
十
四
・
六
％
の
増
）
、

一
人
あ
た
り
で
は
一
万
一
千
八
百
六
十

織薇到、
　
　
　
　

趣
）
瞬

　
ハ

し
九
た
め
、
県
下
の
市
町
村
の
中
で
、

ち
よ
う
ど
平
均
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
ほ
か
の
市
町
村
で
は
、
な
か
に
は
、

一
世
帯
平
均
七
万
六
千
九
百
五
十
七
円

の
保
険
税
を
納
め
て
い
た
だ
か
な
い
と

国
保
事
業
を
や
っ
て
い
け
な
い
と
こ
ろ

も
あ
り
、
ど
の
市
町
村
も
、
保
険
税
が

多
く
な
る
こ
と
に
苦
し
ん
で
い
る
の
が

実
情
で
す
。

魯
醤
誰
隷
楼
旦

ノ，、

kU

．
）

Z
ノ

G▼　00

k）．
ノ

o

保険税は1世帯あたり
　　　　　　1鱒瞬ッブ

助産費は4万円・葬祭費は1万円，

金
が
三
万
円
を
こ
え
た
場
合
、
三
万

円
を
こ
え
る
分
を
、
国
保
で
負
担
す

る
と
い
う
高
額
療
養
費
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
は
、
一
カ

月
に
約
二
卜
五
件
、
八
十
万
円
の
支

払
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
か
に
は
、
一
ヵ
月
三
ヒ
万
円
ち

か
い
一
部
負
担
金
を
芝
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
方
が
、
、
二
万
円
で
す
ん

だ
と
い
う
こ
と
で
大
変
喜
ば
れ
て
い

八
円
（
昨
年
度
よ
り
十
七
・
九
％
増
）

と
な
り
ま
し
た
。

　
保
険
税
が
高
い
と
い
う
声
を
あ
ち
こ

ち
で
聞
か
れ
ま
す
が
、
私
た
ち
の
町
の

場
合
、
医
療
費
の
支
払
い
の
ほ
か
に
、

直
診
会
計
（
松
之
山
診
療
所
、
浦
田
診

療
所
）
に
多
額
の
繰
り
出
し
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
特
殊
事
情
が
あ

り
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
、
こ
と
し
は
一
般
会
計
か

ら
の
多
額
（
千
九
百
万
円
）
の
繰
入
を

　
社
会
保
険
で
は
、
助

産
費
は
最
低
六
万
円
に

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

町
の
国
保
で
も
国
の
指

導
な
ど
に
よ
り
、
社
保

の
水
準
に
近
づ
け
る
た

め
、
助
産
費
を
二
万
円

か
ら
四
万
円
に
引
き
上

げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
葬
祭
費
を
八

千
円
か
ら
一
万
円
に
引

き
上
げ
ま
し
た
。

…
簡
易
水
道
会
計
㎜

■
湯
本
簡
易
水
道
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　
：
…
百
八
万
二
千
円

■
松
之
山
地
区
簡
易
水
道
会
計
予
算

　
　
　
　
：
：
四
百
九
十
四
万
九
千
円

■
湯
山
簡
易
水
道
会
計
予
算

　
　
　
　
　
－
…
，
：
，
八
十
八
万
七
千
円

　
い
ず
れ
も
管
理
運
営
費
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
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こ
と
し
の
農
業
共
済
事
業
会
計
予
算

は
、
総
額
三
千
二
百
七
十
六
万
円
で
、

農
作
物
共
済
事
業
は
一
千
二
百
二
十
一

方
円
、
蚕
繭
共
済
事
業
は
三
十
四
万
円

家
畜
共
済
事
業
は
三
百
九
十
二
万
円
、

業
務
共
済
事
業
は
一
千
六
百
二
十
九
万

円
で
、
そ
れ
ぞ
れ
事
業
を
進
め
て
行
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
農
業
を
守
る
完
全
補
償
運
動
の
な
か

に
あ
っ
て
、
単
位
当
り
共
済
金
額
の
引

遜

き
上
げ
に
よ
り
、
補
償
を
充
実
し
、
水

稲
で
は
、
最
高
額
の
一
㎏
当
り
二
百
円

に
、
蚕
繭
も
条
例
に
よ
り
最
高
額
を
選

択
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
春
蚕
繭
は
、
箱

当
り
二
万
四
千
円
に
、
初
秋
蚕
繭
と
晩

秋
蚕
繭
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
万
二
千
円
に

引
き
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

水
稲
収
量
改
訂
調

査
の
実
施
に
つ
い
て

　
共
済
で
は
、
水
稲
の

引
き
受
に
際
し
て
、
水

九
十
地
区
の
坪
刈
を
実
施
し
、
そ
の
周

辺
全
部
で
四
百
五
十
ヵ
所
以
上
の
現
地

調
査
を
行
い
、
水
稲
収
量
等
級
改
訂
調

査
委
員
会
に
よ
り
充
分
検
討
の
上
、
適

正
な
基
準
収
量
を
設
定
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

（
そ
の
経
費
と
し
て
二
十
万
円
計
上
）

済
金
お
よ
び
48
年
と
49
年
に
芝
払
っ
た

無
事
戻
金
を
差
し
引
い
た
残
額
が
、
50

年
度
の
無
事
戻
金
と
な
り
、
対
象
者
は

九
百
十
六
名
に
な
り
ま
す
。

　
損
害
防
止
事
業
に
つ
い
て
は
、
背
負

撫
謙
麟

響

田
一
筆
ご
と
に
基
準
収
穫
量
を
定
め
て

い
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
の
農
業
技
術
の
進
歩
、
土

地
基
盤
整
備
等
に
よ
り
、
土
地
の
生
産

力
に
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
ご
で
、
県
の
補
助
事
業
に
よ
り
、

全
県
下
ニ
カ
年
事
業
で
、
す
で
に
実
施

さ
れ
た
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
も
と
に
、
町
内
九
団
地
に
分
類

50

年
度
無
事
戻
金
は

百
六
万
円

　
こ
と
し
、
無
事
戻
金
が
支
払
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
4
7
年
度
か
ら
4
9

年
度
ま
で
の
三
年
間
に
、
支
払
わ
れ
た

共
済
掛
金
（
事
務
費
賦
課
金
は
除
く
）

の
合
計
額
の
三
分
の
一
か
ら
、
4
7
年
度

か
ら
49
年
度
の
三
年
間
に
支
払
っ
た
共

■
○
　
’

動
散
三
十
台
、
一

台
二
万
四
千
円
の

補
助
を
計
画
し
、

養
蚕
で
は
、
各
戸

に
農
協
を
通
じ
て

配
歴
前
に
ホ
ル
マ
リ
ン
で
消
毒
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
家
畜
の
死
廃
事
故
が
増
え
て
い
ま
す

価
格
の
八
割
ま
で
加
入
で
き
ま
す
か
ら

事
故
に
そ
な
え
て
高
額
加
入
を
お
進
め

し
ま
す
。
　
（
掛
金
率
は
、
昨
年
度
よ
り

多
少
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
）

1川1㎜鱒1㎜・腿，1鵜III脚・7

生活の一部に

　しよう火の点検

螺
麗
紺
嚢

　長い冬も終りをつげ、やっと春を

迎えたという感じのこのごろですが、

上越地域消防組合管内において、こ

としに入って火災件数は、21件発生

し、被害額は1億円に達しています。

　これからは、気のゆるみや、空気
が乾燥し、チョットした火でも大火

になりがちですから、次の点に十分

ご注意ください。

■「だらしがないネエー……は火災

　危険がいっばいです。」

　　防火の第一歩は、まず整理整頓

　から。

■たき火の跡始末は完全にすること。

■外出、就寝前の火の元点検。

■消火器具のそなえつけと再点検。

□たばこの投げ捨てと寝たぽこ防止。

　“分遣所からのお知らせ”

　　」一火事と救急は…

　火事または救急の場合の通報は、

松之山局を呼び出し「火事」「救急」

と正しく言い、松代分遣所が出まし

たら「部落」　「家号」を落ちついて

言ってください。

　　　　　　（松代消防分遣所）

　　　　　　（松之山町消防団）

　
火
災
事
故
が
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す

不
慮
の
事
故
に
そ
な
え
て
、
時
価
い
っ

ぱ
い
の
高
額
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
建
物
共
済
加
入
推
進
に
は
、
嘱
託
員

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
49
年
度
で
は

一
戸
当
り
百
六
十
一
万
円
と
前
年
よ
り

二
十
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　毎日の生活のなかで、困りごと

心配ごとがありましたら、いっで

も人権擁護委員がご相談に応じて

くれます。

　相談は無料で、また、相談の内

容は、厳に秘密を守ることになっ

ています。人権擁護委員

　新山　山岸定佐久　電話168
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　新しく雇用保険法が、ことしの

4月1日から制定されました。

　この法律は、労働者が失業した

場合に、必要な給付を行うことに

よって、労働者の生活を図りなが

ら求職活動を容易にする等その就

職を促進し、あわせて労働者の職

業安定に資するため、雇用構造の

改善、労働者の能力の開発および

向上のため、労働者の福祉増進を

図ることを目的として、新たに制

定されたものです。

　それでは、この内容のあらまし

を、つぎにより紹介してみましよ

うq

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ3月2日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　知県・中小企業
　　　　　　　　　　　　　　センターでのリーダー会議

騨織騰1
季節移動労働者には、50日分の一時金を支給

　
　
　
　
1
卜
寸
F
I

■
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

　
全
産
業
の
雇
用
労
働
者
を
対
象
と
し

商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
等
の
零
細
企
業
や

農
林
水
産
業
も
す
べ
て
適
用
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
農
林
水
産
業
に
つ
い
て
は

当
面
、
法
人
で
あ
る
事
業
、
五
人
以
上

の
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
所
か
ら
段

階
的
に
適
用
し
ま
す
。

■
失
業
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　
失
業
給
付
金
は
、
求
職
者
給
付
と
就

職
促
進
給
付
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
求
職
者
給
付
金
（
一
般
被
保
険
者
の

求
職
者
給
付
の
こ
と
で
す
。
）

○
種
類

　
　
基
本
手
当
（
従
来
の
失
業
保
険
金

　
に
相
当
す
る
給
付
）
、
技
能
習
得
手

　
当
、
寄
宿
手
当
お
よ
び
傷
病
手
当
の

　
四
種
類
で
す
。

○
受
給
要
件

　
　
離
職
日
以
前
一
年
間
（
傷
病
等
の

　
期
間
が
あ
る
場
合
に
は
、
最
長
四
年

　
間
）
に
、
被
保
険
者
期
間
が
六
ヵ
月

　
以
上
あ
る
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
給
付
率

　
　
前
職
の
賃
金
に
対
し
て
最
低
六
割

　
と
し
、
低
所
得
層
に
対
し
て
は
給
付

　
率
を
八
割
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
日
額

　
　
最
低
千
四
百
四
十
円
、
最
高
四
千

　
五
百
円
で
す
。

○
給
付
日
数

　
　
年
令
等
に
よ
り
就
職
の
難
易
度
に

　
応
じ
て
、
別
表
、
給
付
日
数
表
の
と

　
お
り
で
す
。

　
　
次
の
場
合
に
給
付
日
数
が
延
長
に

　
な
り
ま
す
。

☆
個
別
延
長
給

　
付
…

　
　
一
定
の
基

　
準
に
よ
り
就

　
職
が
困
難
な

　
者
（
中
高
年

　
令
者
、
身
体

　
障
害
者
等
）

　
と
認
め
ら
れ

　
た
場
合
。

☆
訓
練
延
長
給

　
付
…

　
　
公
共
職
業

　
訓
練
等
を
受

　
講
す
る
場
合

☆
広
域
延
長
給

　
付
…

　
　
失
業
多
発

　
地
域
に
お
い

　
　
　
　
　
　
て
、
広
域
職
業
紹
介
活

　
動
対
象
者
と
認
め
ら
れ
た
場
合
。

☆
全
国
延
長
給
付
…

　
　
全
国
の
失
業
率
が
一
定
水
準
を
超

　
え
、
労
働
大
臣
が
必
要
と
認
め
た
場

　
合
。給付日数表

　　　被保険者として雇用

　　　　　　された期間
年令

1　年
以　上
1　年
未　満

30歳未満 90日 90日

30歳以上45歳未満 180日 90日

45歳〃55歳〃 240日 90日

55歳以上 300日 90日

心身障害者等

就職困難な者

55歳末満 240日 90日

55歳以上 300目 90日

△名古屋・岩登建設にて（天水のみなさんr）

○
受
給
期
間

　
　
原
則
と
し
て
一
年
間
で
す
が
、
婦

　
人
労
働
者
等
の
福
祉
の
増
進
の
た
め

　
出
産
・
育
児
な
ど
で
一
定
期
間
求
職

　
活
動
が
で
ぎ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
の
で
、
事
前
に
届
け
出
て
、
そ
の
期

　
間
を
四
年
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
で

　
ぎ
ま
す
。

○
失
業
の
認
定
方
法

　
　
原
則
と
し
て
四
週
間
に
一
回
行
い

　
ま
す
。

▼
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
の
求
職
者

給
付
（
季
節
移
動
労
働
者
）

○
出
稼
ぎ
労
働
者
の
よ
う
に
季
節
的
に

　
雇
用
さ
れ
る
人
や
、
一
年
未
満
の
短

　
期
間
雇
用
さ
れ
る
こ
と
を
常
態
と
し

　
て
い
る
人
に
は
、
五
十
日
分
の
一
時

　
金
制
度
と
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
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の
人
の
生
活
の
実
態
に
即
応
し
た
制

　
度
で
す
。

○
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
で
も
、
常

　
用
就
職
を
す
る
た
め
公
共
職
業
訓
練

　
等
を
受
け
る
場
合
は
、
一
般
の
求
職

　
者
給
付
を
芝
給
し
ま
す
。

▼
日
雇
労
働
被
保
険
者
の
求
職
者
給
付

　
印
紙
保
険
料
が
、
前
ニ
ヵ
月
間
に
通

算
し
て
二
十
八
日
分
以
上
納
付
さ
れ
て

い
る
と
ぎ
は
次
の
定
額
給
付
に
な
り
ま

す
。

等
級
給付額

印紙保
険料額 賃金日額区分

第
一
級

2，700円 63円 3，540円以上

第
二
級

1，770円 41円
2，320円以上

3，540円未満

第
一
一
一
級

1，160円 27円 2，320円未満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
雇
用
改
善
潟

　
　
　
　
　
　
　
　
業
が
行
な
わ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
す
。

　
　
　
　
　
　
年
令
、
地
域
産
業
間
に

　
　
　
　
　
み
ら
れ
る
各
種
の
雇
用
問

　
　
　
　
題
の
改
善
や
、
不
況
時
に
お

　
　
　
け
る
失
業
の
予
防
等
を
図
る
た

　
　
め
次
の
よ
う
な
施
策
が
行
な
わ
れ

　
ま
す
。

○
年
令
別
の
雇
用
の
改
善

　
定
年
の
延
長
や
高
年
令
者
の
雇
い
入

れ
を
促
進
す
る
た
め
に
、
事
業
主
に
対

し
て
給
付
金

が
支
給
さ
れ

ま
す
。

○
地
域
的
な

雇
用
の
改
善

　
地
方
に
お

け
る
雇
用
機

会
の
増
大
（

都
会
地
の
事

業
所
が
地
方

に
移
転
し
た

な
ど
）
や
、

季
節
労
働
者

の
通
年
雇
用

を
促
進
す
る

た
め
事
業
主

に
対
し
て
給

付
金
を
支
給

し
ま
す
。

○
産
業
間
の

雇
用
の
不
均

衡
の
改
善

　
産
業
構
造

の
変
化
等
に

伴
な
い
、
特
定
産
業
か
ら
一
時
に
多
数

の
失
業
者
が
発
生
し
た
場
合
、
こ
れ
ら

の
失
業
者
を
雇
い
入
れ
る
事
業
主
に
対

し
て
給
付
金
が
芝
給
さ
れ
ま
す
。

○
経
済
変
動
に
対
処
す
る
鹿
用
調
整
対

策
（
こ
の
部
分
に
限
り
昭
和
五
卜
年
一

月
一
日
か
ら
実
施
）

　
景
気
の
変
動
等
に
よ
り
休
業
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
と
き
に
お
い
て
、
労
働
者

の
失
業
を
予
防
す
る
た
め
、
事
業
主
が

労
働
者
に
休
業
手
当
を
芝
給
し
た
場
合

そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
た
め
に△東京・静和工業宿舎にて（三省のみなさん

事
業
主
に
雇
用
調
整
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

○
そ
の
他

　
雇
用
構
造
の
改
善
を
図
る
た
め
に
必

要
な
事
業
と
し
て
、
心
身
障
害
者
や
寡

婦
（
二
十
歳
未
満
の
方
を
扶
養
し
て
い

る
等
）
を
公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
に

よ
っ
て
雇
い
入
れ
た
と
き
に
奨
励
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

■
職
業
に
必
要
な
能
力
を
開
発

　
職
業
生
活
の
全
期
間
を
通
じ
て
、
労

働
者
が
そ
の
職
業
に
必
要
な
能
力
を
開

発
し
、
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
次
の
よ
う
な
施
策
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

▼
事
業
主
等
の
行
う
職
業
訓
練
に
対
す

　
る
援
助

　
　
民
間
の
事
業
主
等
の
行
う
職
業
訓

　
練
を
推
進
振
興
す
る
た
め
に
、
募
業

　
主
、
職
業
訓
練
団
体
等
に
対
し
て
必

　
要
な
助
成
や
援
助
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

▼
在
職
労
働
者
の
た
め
の
公
共
職
業
訓

　
練
の
拡
充
整
備

　
　
事
業
主
お
よ
び
個
々
の
在
職
労
働

　
者
の
希
望
に
応
じ
て
能
力
の
開
発
、

　
向
上
を
促
進
す
る
た
め
、
所
要
の
職

　
業
訓
練
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
。

　
　
こ
の
た
め
公
共
職
業
訓
練
施
設
が

　
整
備
拡
充
さ
れ
ま
す
。

▼
再
就
職
促
進
の
た
め
の
職
業
訓
練
等

　
の
実
施

　
　
求
職
者
等
に
対
し
、
再
就
職
を
容

　
易
に
す
る
た
め
の
職
業
訓
練
や
職
場

　
適
応
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
自
己
啓
発
の
促
進

　
　
有
給
で
教
育
訓
練
休
暇
を
奨
励
す

△出かせぎ者帰省バス（松之山にて）

　
る
事
業
主
、
職
業
上
の
資
格
取
得
の

　
た
あ
の
職
業
訓
練
受
講
者
に
対
し
て

　
交
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　
こ
の
ほ
か
、
技
能
の
向
上
と
経
済

　
的
、
社
会
的
地
位
の
向
上
を
図
る
た

　
め
技
能
検
定
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
雇
用
福
祉
事
業

　
中
小
企
業
の
労
働
者
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
た
め
次
の
こ
と
が
行
な
わ
れ
童

す
。▼
雇
用
促
進
住
宅
、
．
雁
用
相
談
の
た
め

　
の
施
設
、
教
養
、
気
化
、
体
育
ま
た

　
は
レ
ク
リ
エ
ー
ン
コ
ン
の
た
め
の
施

　
設
の
設
置
。

▼
就
職
資
金
の
貸
付
お
よ
び
身
．
元
保
証

　
等
の
援
助
。

▼
職
裳
に
関
車
る
凋
渥
、
研
究
の
事
裳

　
　
　
　
　
　
　
　
10
良
に
つ
つ
く
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　新しく雇用保険法が、ことしの

4月1日から制定されました。

　この法律は、労働者が失業した

場合に、必要な給付を行うことに

よって、労働者の生活を図りなが

ら求職活動を容易にする等その就

職を促進し、あわせて労働者の職

業安定に資するため、雇用構造の

改善、労働者の能力の開発および

向上のため、労働者の福祉増進を

図ることを目的として、新たに制

定されたものです。

　それでは、この内容のあらまし

を、つぎにより紹介してみましよ

うq

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ3月2日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　知県・中小企業
　　　　　　　　　　　　　　センターでのリーダー会議

騨織騰1
季節移動労働者には、50日分の一時金を支給

　
　
　
　
1
卜
寸
F
I

■
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

　
全
産
業
の
雇
用
労
働
者
を
対
象
と
し

商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
等
の
零
細
企
業
や

農
林
水
産
業
も
す
べ
て
適
用
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
農
林
水
産
業
に
つ
い
て
は

当
面
、
法
人
で
あ
る
事
業
、
五
人
以
上

の
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
所
か
ら
段

階
的
に
適
用
し
ま
す
。

■
失
業
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　
失
業
給
付
金
は
、
求
職
者
給
付
と
就

職
促
進
給
付
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
求
職
者
給
付
金
（
一
般
被
保
険
者
の

求
職
者
給
付
の
こ
と
で
す
。
）

○
種
類

　
　
基
本
手
当
（
従
来
の
失
業
保
険
金

　
に
相
当
す
る
給
付
）
、
技
能
習
得
手

　
当
、
寄
宿
手
当
お
よ
び
傷
病
手
当
の

　
四
種
類
で
す
。

○
受
給
要
件

　
　
離
職
日
以
前
一
年
間
（
傷
病
等
の

　
期
間
が
あ
る
場
合
に
は
、
最
長
四
年

　
間
）
に
、
被
保
険
者
期
間
が
六
ヵ
月

　
以
上
あ
る
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
給
付
率

　
　
前
職
の
賃
金
に
対
し
て
最
低
六
割

　
と
し
、
低
所
得
層
に
対
し
て
は
給
付

　
率
を
八
割
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
日
額

　
　
最
低
千
四
百
四
十
円
、
最
高
四
千

　
五
百
円
で
す
。

○
給
付
日
数

　
　
年
令
等
に
よ
り
就
職
の
難
易
度
に

　
応
じ
て
、
別
表
、
給
付
日
数
表
の
と

　
お
り
で
す
。

　
　
次
の
場
合
に
給
付
日
数
が
延
長
に

　
な
り
ま
す
。

☆
個
別
延
長
給

　
付
…

　
　
一
定
の
基

　
準
に
よ
り
就

　
職
が
困
難
な

　
者
（
中
高
年

　
令
者
、
身
体

　
障
害
者
等
）

　
と
認
め
ら
れ

　
た
場
合
。

☆
訓
練
延
長
給

　
付
…

　
　
公
共
職
業

　
訓
練
等
を
受

　
講
す
る
場
合

☆
広
域
延
長
給

　
付
…

　
　
失
業
多
発

　
地
域
に
お
い

　
　
　
　
　
　
て
、
広
域
職
業
紹
介
活

　
動
対
象
者
と
認
め
ら
れ
た
場
合
。

☆
全
国
延
長
給
付
…

　
　
全
国
の
失
業
率
が
一
定
水
準
を
超

　
え
、
労
働
大
臣
が
必
要
と
認
め
た
場

　
合
。給付日数表

　　　被保険者として雇用

　　　　　　された期間
年令

1　年
以　上
1　年
未　満

30歳未満 90日 90日

30歳以上45歳未満 180日 90日

45歳〃55歳〃 240日 90日

55歳以上 300日 90日

心身障害者等

就職困難な者

55歳末満 240日 90日

55歳以上 300目 90日

△名古屋・岩登建設にて（天水のみなさんr）

○
受
給
期
間

　
　
原
則
と
し
て
一
年
間
で
す
が
、
婦

　
人
労
働
者
等
の
福
祉
の
増
進
の
た
め

　
出
産
・
育
児
な
ど
で
一
定
期
間
求
職

　
活
動
が
で
ぎ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
の
で
、
事
前
に
届
け
出
て
、
そ
の
期

　
間
を
四
年
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
で

　
ぎ
ま
す
。

○
失
業
の
認
定
方
法

　
　
原
則
と
し
て
四
週
間
に
一
回
行
い

　
ま
す
。

▼
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
の
求
職
者

給
付
（
季
節
移
動
労
働
者
）

○
出
稼
ぎ
労
働
者
の
よ
う
に
季
節
的
に

　
雇
用
さ
れ
る
人
や
、
一
年
未
満
の
短

　
期
間
雇
用
さ
れ
る
こ
と
を
常
態
と
し

　
て
い
る
人
に
は
、
五
十
日
分
の
一
時

　
金
制
度
と
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
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の
人
の
生
活
の
実
態
に
即
応
し
た
制

　
度
で
す
。

○
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
で
も
、
常

　
用
就
職
を
す
る
た
め
公
共
職
業
訓
練

　
等
を
受
け
る
場
合
は
、
一
般
の
求
職

　
者
給
付
を
芝
給
し
ま
す
。

▼
日
雇
労
働
被
保
険
者
の
求
職
者
給
付

　
印
紙
保
険
料
が
、
前
ニ
ヵ
月
間
に
通

算
し
て
二
十
八
日
分
以
上
納
付
さ
れ
て

い
る
と
ぎ
は
次
の
定
額
給
付
に
な
り
ま

す
。

等
級
給付額

印紙保
険料額 賃金日額区分

第
一
級

2，700円 63円 3，540円以上

第
二
級

1，770円 41円
2，320円以上

3，540円未満

第
一
一
一
級

1，160円 27円 2，320円未満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
雇
用
改
善
潟

　
　
　
　
　
　
　
　
業
が
行
な
わ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
す
。

　
　
　
　
　
　
年
令
、
地
域
産
業
間
に

　
　
　
　
　
み
ら
れ
る
各
種
の
雇
用
問

　
　
　
　
題
の
改
善
や
、
不
況
時
に
お

　
　
　
け
る
失
業
の
予
防
等
を
図
る
た

　
　
め
次
の
よ
う
な
施
策
が
行
な
わ
れ

　
ま
す
。

○
年
令
別
の
雇
用
の
改
善

　
定
年
の
延
長
や
高
年
令
者
の
雇
い
入

れ
を
促
進
す
る
た
め
に
、
事
業
主
に
対

し
て
給
付
金

が
支
給
さ
れ

ま
す
。

○
地
域
的
な

雇
用
の
改
善

　
地
方
に
お

け
る
雇
用
機

会
の
増
大
（

都
会
地
の
事

業
所
が
地
方

に
移
転
し
た

な
ど
）
や
、

季
節
労
働
者

の
通
年
雇
用

を
促
進
す
る

た
め
事
業
主

に
対
し
て
給

付
金
を
支
給

し
ま
す
。

○
産
業
間
の

雇
用
の
不
均

衡
の
改
善

　
産
業
構
造

の
変
化
等
に

伴
な
い
、
特
定
産
業
か
ら
一
時
に
多
数

の
失
業
者
が
発
生
し
た
場
合
、
こ
れ
ら

の
失
業
者
を
雇
い
入
れ
る
事
業
主
に
対

し
て
給
付
金
が
芝
給
さ
れ
ま
す
。

○
経
済
変
動
に
対
処
す
る
鹿
用
調
整
対

策
（
こ
の
部
分
に
限
り
昭
和
五
卜
年
一

月
一
日
か
ら
実
施
）

　
景
気
の
変
動
等
に
よ
り
休
業
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
と
き
に
お
い
て
、
労
働
者

の
失
業
を
予
防
す
る
た
め
、
事
業
主
が

労
働
者
に
休
業
手
当
を
芝
給
し
た
場
合

そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
た
め
に△東京・静和工業宿舎にて（三省のみなさん

事
業
主
に
雇
用
調
整
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

○
そ
の
他

　
雇
用
構
造
の
改
善
を
図
る
た
め
に
必

要
な
事
業
と
し
て
、
心
身
障
害
者
や
寡

婦
（
二
十
歳
未
満
の
方
を
扶
養
し
て
い

る
等
）
を
公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
に

よ
っ
て
雇
い
入
れ
た
と
き
に
奨
励
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

■
職
業
に
必
要
な
能
力
を
開
発

　
職
業
生
活
の
全
期
間
を
通
じ
て
、
労

働
者
が
そ
の
職
業
に
必
要
な
能
力
を
開

発
し
、
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
次
の
よ
う
な
施
策
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

▼
事
業
主
等
の
行
う
職
業
訓
練
に
対
す

　
る
援
助

　
　
民
間
の
事
業
主
等
の
行
う
職
業
訓

　
練
を
推
進
振
興
す
る
た
め
に
、
募
業

　
主
、
職
業
訓
練
団
体
等
に
対
し
て
必

　
要
な
助
成
や
援
助
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

▼
在
職
労
働
者
の
た
め
の
公
共
職
業
訓

　
練
の
拡
充
整
備

　
　
事
業
主
お
よ
び
個
々
の
在
職
労
働

　
者
の
希
望
に
応
じ
て
能
力
の
開
発
、

　
向
上
を
促
進
す
る
た
め
、
所
要
の
職

　
業
訓
練
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
。

　
　
こ
の
た
め
公
共
職
業
訓
練
施
設
が

　
整
備
拡
充
さ
れ
ま
す
。

▼
再
就
職
促
進
の
た
め
の
職
業
訓
練
等

　
の
実
施

　
　
求
職
者
等
に
対
し
、
再
就
職
を
容

　
易
に
す
る
た
め
の
職
業
訓
練
や
職
場

　
適
応
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
自
己
啓
発
の
促
進

　
　
有
給
で
教
育
訓
練
休
暇
を
奨
励
す

△出かせぎ者帰省バス（松之山にて）

　
る
事
業
主
、
職
業
上
の
資
格
取
得
の

　
た
あ
の
職
業
訓
練
受
講
者
に
対
し
て

　
交
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　
こ
の
ほ
か
、
技
能
の
向
上
と
経
済

　
的
、
社
会
的
地
位
の
向
上
を
図
る
た

　
め
技
能
検
定
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
雇
用
福
祉
事
業

　
中
小
企
業
の
労
働
者
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
た
め
次
の
こ
と
が
行
な
わ
れ
童

す
。▼
雇
用
促
進
住
宅
、
．
雁
用
相
談
の
た
め

　
の
施
設
、
教
養
、
気
化
、
体
育
ま
た

　
は
レ
ク
リ
エ
ー
ン
コ
ン
の
た
め
の
施

　
設
の
設
置
。

▼
就
職
資
金
の
貸
付
お
よ
び
身
．
元
保
証

　
等
の
援
助
。

▼
職
裳
に
関
車
る
凋
渥
、
研
究
の
事
裳

　
　
　
　
　
　
　
　
10
良
に
つ
つ
く
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一／4■ 　‡地の乱開発や地価の値上りを

防止し、土地取引を制限するなど

土地を計画的な利用と、調和のと

れた住みよい生活環境を整えるた

め（国土利用翫画法）が、昨年12

月末日施行されました。

　これは、土地の売買を届け出制

や許可制にして、取り引きを制限

したり、遊んでいる土地を有効に

利用しようというものです。

　それでは、この内容のあらまし

をつぎにより紹介してみましよう。

θ

土
地
売
買
に
届
け
出
制

ρ

　
全
国
の
区
域
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
広

さ
以
上
の
土
地
の
売
買
契
約
（
貸
借
の

場
合
も
）
を
す
る
と
き
は
、
売
る
人
も

買
う
人
も
、
予
定
価
格
や
利
用
目
的
を

書
い
た
届
出
書
を
、
市
町
村
長
を
通
じ

て
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。

薗
市
街
化
区
域
内
…
：
…
二
千
平
方
メ

ー
ト
ル
以
上

口
市
街
化
調
整
区
域
内
…
…
五
千
平
方

　
メ
ー
ト
ル
以
上

■
前
記
の
区
域
以
外
の
地
域
…
…
一
万

　
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
（
当
町
の
場
合
）

　
以
上
の
取
り
引
き
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
な
お
、
開
発
業
者
が
多
く
の
小
面
積

の
土
地
を
買
収
す
る
と
か
、
宅
地
を
多

数
の
人
に
分
譲
す
る
場
合
で
も
、
そ
の

合
計
面
積
が
こ
れ
ら
の
基
準
に
当
て
は

ま
る
と
き
は
、
や
は
り
届
け
出
制
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
　
（
町
を
経
由
し
て
）

　
こ
の
届
け
出
を
受
け
た
知
事
は
、
そ

の
土
地
の
価
格
が
周
囲
の
も
の
よ
り
高

す
ぎ
た
り
、
土
地
利
用
計
画
に
と
っ
て

望
ま
し
く
な
い
場
合
に
は
、
価
格
の
引

き
下
げ
な
ど
を
勧
告
し
、
こ
の
勧
告
を

聞
き
い
れ
な
い
と
き
は
、
勧
告
内
容
を

住
民
に
公
表
し
、
売
買
を
し
た
人
た
ち

が
正
し
い
土
地
の
利
用
や
土
地
の
価
格

を
上
げ
な
い
こ
と
に
協
力
し
な
か
っ
た

こ
と
を
、
住
民
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら

い
批
判
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
国
土
利
用
法
を
く
わ
し
く
知

り
た
い
か
た
は
、
役
場
総
務
課
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

土地の売買に関する屑出のしくみ

届出

市町村長

土
地
利
用
審
査
会

知事（市長）

価格及ぴ
利用目的に

わたる勧告

　の基準

勧告

勧告に

従うとき

こ必要なあっせん等

勧告に基づ
いて行つた
内容を報告

届出者

勧告に

従わないとき

衰公

9誕※管：

■
費
用
の
負
担

▼
保
険
料
率
は
千
分
の
十
三
で
、

　
う
ち
労
働
者
の
負
担
は
千
分
の

　
五
、
事
業
主
は
千
分
の
八
で
す
。

▼
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
（
季

　
節
労
働
者
等
）
を
多
数
雇
用
す

　
る
農
林
水
産
業
、
建
設
業
、
酒

　
造
業
等
の
産
業
の
保
険
料
率
は

　
千
分
の
十
五
で
、
う
ち
労
働
者

　
の
負
担
は
千
分
の
六
、
事
業
主

　
の
負
担
は
千
分
の
九
で
す
。

▼
日
雇
労
働
被
保
険
者
の
保
険
は

　
印
紙
保
険
料
の
ほ
か
に
、
　
一
般

　
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
高
年
令
者
の
雇
用
と
、
そ
の
福
祉
の

　
増
進
に
資
す
る
た
め
六
十
歳
以
上
の

　
被
保
険
者
（
短
期
雇
用
特
例
被
保
険

　
者
と
旦
層
労
働
被
保
険
者
は
除
か
れ

　
ま
す
）
の
保
険
料
は
労
働
者
負
担
、

　
事
業
主
負
担
と
も
に
免
除
さ
れ
ま
す
。

■
そ
の
他

　
　
資
格
取
得
届
、
離
職
票
等
の
各
種

　
届
け
の
様
式
が
変
り
ま
し
た
。

㌃蟄蝉

餐
馨

謬
，
ー
蓼
ノ

籔
　か　　そ

　過疎と豪雪に悩まされてぎた

松之山に、長年の念願であった

国道昇格が決まり、事業費が大

巾に増額され、ことし豊原トン

ネル工事の一部が、津南側から

も始められます。ことしの国道

関係の工事と国道昇格路線経路

は次のとおりです。

締
随

願
鷺圓

覆ガ

事
業
費
（
国
道
三
五
三
号
線
）

○
第
一
豊
原
橋
架
設
工
事
費

　
　
　
　
：
…
八
千
五
百
万
円

○
第
二
豊
原
橋
架
設
工
事
費

　
　
　
：
－
三
千
万
円
（
橋
台
）

○
豊
原
峠
ト
ン
ネ
ル
工
事
費

　
　
　
，
－
…
：
，
一
億
二
千
万
円

昇
格
路
線
名

○
柏
崎
～
渋
川
線
（
国
道
三
五

　
三
号
線
）

経
路
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露

　
柏
崎
～
高
柳
～
池
尻
～
小
谷

　
～
松
之
山
～
東
川
～
豊
原
峠

　
～
鹿
渡
～
中
里
村
～
清
津
峡

　
～
十
二
峠
～
塩
沢
～
湯
沢
～

　
群
馬
県
中
之
条
を
経
て
、
渋

　
川
に
至
る
路
線
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
．
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湯
山
の
鉱
泉

　
昭
和
四
十
年
夏
、
湯
山
、
小
口
義
雄

氏
宅
地
続
き
に
、
高
田
営
林
署
地
す
べ

り
防
止
の
ボ
ー
リ
ン
グ
を
し
た
と
こ
ろ

地
下
五
十
灯
で
、
ガ
ス
と
と
も
に
十
八

度
の
鉱
泉
が
湧
き
出
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
、
湯
坂
峠
付
近
の
井
戸
（
今

は
集
水
井
戸
）
か
ら
多
量
の
水
と
湯
花

が
出
て
、
田
用
水
に
利
用
し
た
り
、
汲

ん
で
風
呂
に
し
て
入
浴
す
る
と
、
色
白

く
、
細
や
か
な
肌
に
な
り
、
湯
山
の
女

衆
は
器
量
よ
し
と
い
わ
れ
、
盆
に
は
鎮

守
の
森
か
ら
甚
句
が
流
れ
る
ほ
ど
で
し

た
。
　
湯
坂
の
峠
を
越
え
て
湯
本
に
至
る
旧

道
は
、
当
時
、
湯
本
の
泉
源
、
土
地
、

建
物
の
大
半
の
所
者
者
で
あ
っ
た
、
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
た
ね

浦
田
口
の
故
田
辺
正
胤
氏
が
、
自
費
で

幅
八
尺
の
道
路
を
切
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
か
ら
百
十
年
前
　
現
在
の
湯
本
を

湯
治
場
と
呼
ん
だ
こ
ろ
、
巡
査
駐
在
所

ほ
か
三
・
四
軒
と
、
旅
館
二
軒
（
和
泉

屋
、
中
屋
）
、
共
同
浴
場
が
あ
り
、
ま

た
、
地
名
湯
尻
、
中
坪
入
口
（
中
坪
橋

渡

辺

健

策

）
の
そ
ば
に
、
沸
し
湯
が
あ
っ
て
、
ワ

ラ
ジ
ば
き
で
、
米
、
み
そ
を
背
負
っ
て

湯
坂
の
峠
を
越
え
て
湯
治
に
来
た
客
は

相
当
繁
昌
し
た
が
、
七
十
八
年
前
、
県

道
工
事
が
始
ま
り
、
や
が
て
開
発
さ
れ

　
明
治
以
来
、
大
正
と
温
泉
を
堀
り
当

て
よ
う
と
幾
度
が
計
画
し
た
が
、
資
金

が
思
う
よ
う
に
な
ら
ず
、
金
持
ち
は
、

そ
の
こ
と
に
の
ら
な
い
な
ど
か
ら
、
計

画
倒
れ
に
終
り
ま
し
た
。

　
昭
和
三
十
一
年
、
故
島
田
県
議
の
尽

力
で
、
当
時
、
滞
在
中
の
地
質
学
者
（

泉
源
に
関
し
て
全
国
屈
指
と
い
わ
れ
た

現人
存）

て
、
馬
車
や
荷
馬
車
が
通
る
よ
う
に
な

り
、
沸
し
湯
は
開
店
休
業
と
な
り
ま
し

た
。
　
地
名
が
湯
山
と
は
、
何
故
と
？
、
今

も
元
気
な
大
工
の
八
十
翁
に
聞
け
ば
、

祖
先
よ
り
伝
え
に
よ
る
と
、
湯
山
は
昔

か
ら
地
す
べ
り
が
あ
る
と
、
必
ず
一
時

熱
い
湯
が
出
る
と
の
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

△昭和31年、湯山温泉堀さくのみなさん

東
北
大
学
教
授
、
安
西
博
士
（

の
再
三
に
わ
た
る
調
査
の
結
果

　
部
落
事
業
と
し
て
、
当
時
、

　
百
七
十
五
万
円
の
資
金
を
投

　
じ
て
堀
さ
く
が
始
め
ら
れ
、

媚
、
情
緒
の
湯
山
の
民
宿

さ
と
村
）

自
然
休
養
村
。
上
越
新
幹
線
と
北
越
北

越
の
完
成
に
よ
り
、
郷
土
松
之
山
は
ど

う
な
る
だ
ろ
う
。
冬
と
も
な
れ
ば
、
降

り
し
き
る
雪
の
中
で
、
夜
は
長
く
冷
く

　
冬
来
り
な
ば
、
春
遠
か
ら
じ
、
静
か

に
静
か
に
暁
の
空
は
明
け
て
ゆ
く
。

技
師
は
高
沢
利
正
氏
に
よ
り

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
三
十
三
年
の
秋
、
深
度

百
二
十
岩
、
地
熱
温
二
十
九

度
の
温
泉
熱
が
確
認
さ
れ
、

温
泉
の
三
十
度
祭
り
の
計
画

中
、
堀
さ
く
資
金
ど
こ
ろ
か

部
落
費
の
滞
納
者
が
続
出
し

て
、
堀
さ
く
事
業
に
賛
否
両

論
と
な
り
、
部
落
事
態
が
極

た
ん
に
悪
化
し
て
、
お
さ
ま

ら
ず
、
和
の
た
め
後
日
を
期

し
て
、
中
断
し
て
今
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。

　
素
朴
さ
に
加
え
て
風
光
明

　
　
　
　
　
　
（
農
協
ふ
る

。
国
道
三
五
三
号
線
が
通
る
「

囲⑥
覗襯

1）（昭50．4○標準小作料

第1

地区
（収穫量が10アール当り〉

480kg以上の田
10アール当り

　　15，000円

第2

地区
（　　　　〃　　　　）

450㎏から480㎏未満の田
〃
1
2
， 000円

第3

地区
（　　　　〃　　　　〉

420kgから450kg未満の田
〃
9
， 800円

第4

地区
（　　　　〃　　　　）

390㎏から420kg未満の田
〃
6
， 100円

第5

地区
（　　　　〃　　　　）

360kgから390kg未満の田
〃
4
， 600円

りの小作料に改訂することに

決まりましたので、みなさま

のご協力をお願いします。

1〉昭和45年10月以前に契約し

　た小作地は、農林省の定め

　た統制小作料が、昭和55年

　まで適用されますので、こ

　の標準小作料を適用するこ

　とはできません。

》昭和45年10月から昭和50年

　3月までの契約につきまし

て、もし今回改訂された小

作料を適用したい方は、貸

人、借人、双方で話し合い、

農業委員会にその旨、申し

出なければなりません。

　　　　　（町農業委員会）

　町農業委員会では、農地法

．にもとづき、さる、47年に現

行の標準小作料を設定しまし

たが、その後、3年を経過し

た今日、日本経済の変転はめ

まぐるしいものがあります。

　そこで、標準小作料の改訂

について昨年来から種々協議

を重ねてまいりましたが、今

回、改訂する必要ありとの結

論に達し、標準小作料協議会

を設置し諮問しましたところ

右記のような答申を受けまし
た。

　この答申内容につき、農業

委員会総会において慎重審議

いたしました結果、答申どお
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一／4■ 　‡地の乱開発や地価の値上りを

防止し、土地取引を制限するなど

土地を計画的な利用と、調和のと

れた住みよい生活環境を整えるた

め（国土利用翫画法）が、昨年12

月末日施行されました。

　これは、土地の売買を届け出制

や許可制にして、取り引きを制限

したり、遊んでいる土地を有効に

利用しようというものです。

　それでは、この内容のあらまし

をつぎにより紹介してみましよう。

θ

土
地
売
買
に
届
け
出
制

ρ

　
全
国
の
区
域
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
広

さ
以
上
の
土
地
の
売
買
契
約
（
貸
借
の

場
合
も
）
を
す
る
と
き
は
、
売
る
人
も

買
う
人
も
、
予
定
価
格
や
利
用
目
的
を

書
い
た
届
出
書
を
、
市
町
村
長
を
通
じ

て
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。

薗
市
街
化
区
域
内
…
：
…
二
千
平
方
メ

ー
ト
ル
以
上

口
市
街
化
調
整
区
域
内
…
…
五
千
平
方

　
メ
ー
ト
ル
以
上

■
前
記
の
区
域
以
外
の
地
域
…
…
一
万

　
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
（
当
町
の
場
合
）

　
以
上
の
取
り
引
き
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
な
お
、
開
発
業
者
が
多
く
の
小
面
積

の
土
地
を
買
収
す
る
と
か
、
宅
地
を
多

数
の
人
に
分
譲
す
る
場
合
で
も
、
そ
の

合
計
面
積
が
こ
れ
ら
の
基
準
に
当
て
は

ま
る
と
き
は
、
や
は
り
届
け
出
制
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
　
（
町
を
経
由
し
て
）

　
こ
の
届
け
出
を
受
け
た
知
事
は
、
そ

の
土
地
の
価
格
が
周
囲
の
も
の
よ
り
高

す
ぎ
た
り
、
土
地
利
用
計
画
に
と
っ
て

望
ま
し
く
な
い
場
合
に
は
、
価
格
の
引

き
下
げ
な
ど
を
勧
告
し
、
こ
の
勧
告
を

聞
き
い
れ
な
い
と
き
は
、
勧
告
内
容
を

住
民
に
公
表
し
、
売
買
を
し
た
人
た
ち

が
正
し
い
土
地
の
利
用
や
土
地
の
価
格

を
上
げ
な
い
こ
と
に
協
力
し
な
か
っ
た

こ
と
を
、
住
民
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら

い
批
判
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
国
土
利
用
法
を
く
わ
し
く
知

り
た
い
か
た
は
、
役
場
総
務
課
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

土地の売買に関する屑出のしくみ

届出

市町村長

土
地
利
用
審
査
会

知事（市長）

価格及ぴ
利用目的に

わたる勧告

　の基準

勧告

勧告に

従うとき

こ必要なあっせん等

勧告に基づ
いて行つた
内容を報告

届出者

勧告に

従わないとき

衰公

9誕※管：

■
費
用
の
負
担

▼
保
険
料
率
は
千
分
の
十
三
で
、

　
う
ち
労
働
者
の
負
担
は
千
分
の

　
五
、
事
業
主
は
千
分
の
八
で
す
。

▼
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
（
季

　
節
労
働
者
等
）
を
多
数
雇
用
す

　
る
農
林
水
産
業
、
建
設
業
、
酒

　
造
業
等
の
産
業
の
保
険
料
率
は

　
千
分
の
十
五
で
、
う
ち
労
働
者

　
の
負
担
は
千
分
の
六
、
事
業
主

　
の
負
担
は
千
分
の
九
で
す
。

▼
日
雇
労
働
被
保
険
者
の
保
険
は

　
印
紙
保
険
料
の
ほ
か
に
、
　
一
般

　
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
高
年
令
者
の
雇
用
と
、
そ
の
福
祉
の

　
増
進
に
資
す
る
た
め
六
十
歳
以
上
の

　
被
保
険
者
（
短
期
雇
用
特
例
被
保
険

　
者
と
旦
層
労
働
被
保
険
者
は
除
か
れ

　
ま
す
）
の
保
険
料
は
労
働
者
負
担
、

　
事
業
主
負
担
と
も
に
免
除
さ
れ
ま
す
。

■
そ
の
他

　
　
資
格
取
得
届
、
離
職
票
等
の
各
種

　
届
け
の
様
式
が
変
り
ま
し
た
。

㌃蟄蝉

餐
馨

謬
，
ー
蓼
ノ

籔
　か　　そ

　過疎と豪雪に悩まされてぎた

松之山に、長年の念願であった

国道昇格が決まり、事業費が大

巾に増額され、ことし豊原トン

ネル工事の一部が、津南側から

も始められます。ことしの国道

関係の工事と国道昇格路線経路

は次のとおりです。

締
随

願
鷺圓

覆ガ

事
業
費
（
国
道
三
五
三
号
線
）

○
第
一
豊
原
橋
架
設
工
事
費

　
　
　
　
：
…
八
千
五
百
万
円

○
第
二
豊
原
橋
架
設
工
事
費

　
　
　
：
－
三
千
万
円
（
橋
台
）

○
豊
原
峠
ト
ン
ネ
ル
工
事
費

　
　
　
，
－
…
：
，
一
億
二
千
万
円

昇
格
路
線
名

○
柏
崎
～
渋
川
線
（
国
道
三
五

　
三
号
線
）

経
路
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露

　
柏
崎
～
高
柳
～
池
尻
～
小
谷

　
～
松
之
山
～
東
川
～
豊
原
峠

　
～
鹿
渡
～
中
里
村
～
清
津
峡

　
～
十
二
峠
～
塩
沢
～
湯
沢
～

　
群
馬
県
中
之
条
を
経
て
、
渋

　
川
に
至
る
路
線
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
．
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湯
山
の
鉱
泉

　
昭
和
四
十
年
夏
、
湯
山
、
小
口
義
雄

氏
宅
地
続
き
に
、
高
田
営
林
署
地
す
べ

り
防
止
の
ボ
ー
リ
ン
グ
を
し
た
と
こ
ろ

地
下
五
十
灯
で
、
ガ
ス
と
と
も
に
十
八

度
の
鉱
泉
が
湧
き
出
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
、
湯
坂
峠
付
近
の
井
戸
（
今

は
集
水
井
戸
）
か
ら
多
量
の
水
と
湯
花

が
出
て
、
田
用
水
に
利
用
し
た
り
、
汲

ん
で
風
呂
に
し
て
入
浴
す
る
と
、
色
白

く
、
細
や
か
な
肌
に
な
り
、
湯
山
の
女

衆
は
器
量
よ
し
と
い
わ
れ
、
盆
に
は
鎮

守
の
森
か
ら
甚
句
が
流
れ
る
ほ
ど
で
し

た
。
　
湯
坂
の
峠
を
越
え
て
湯
本
に
至
る
旧

道
は
、
当
時
、
湯
本
の
泉
源
、
土
地
、

建
物
の
大
半
の
所
者
者
で
あ
っ
た
、
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
た
ね

浦
田
口
の
故
田
辺
正
胤
氏
が
、
自
費
で

幅
八
尺
の
道
路
を
切
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
か
ら
百
十
年
前
　
現
在
の
湯
本
を

湯
治
場
と
呼
ん
だ
こ
ろ
、
巡
査
駐
在
所

ほ
か
三
・
四
軒
と
、
旅
館
二
軒
（
和
泉

屋
、
中
屋
）
、
共
同
浴
場
が
あ
り
、
ま

た
、
地
名
湯
尻
、
中
坪
入
口
（
中
坪
橋

渡

辺

健

策

）
の
そ
ば
に
、
沸
し
湯
が
あ
っ
て
、
ワ

ラ
ジ
ば
き
で
、
米
、
み
そ
を
背
負
っ
て

湯
坂
の
峠
を
越
え
て
湯
治
に
来
た
客
は

相
当
繁
昌
し
た
が
、
七
十
八
年
前
、
県

道
工
事
が
始
ま
り
、
や
が
て
開
発
さ
れ

　
明
治
以
来
、
大
正
と
温
泉
を
堀
り
当

て
よ
う
と
幾
度
が
計
画
し
た
が
、
資
金

が
思
う
よ
う
に
な
ら
ず
、
金
持
ち
は
、

そ
の
こ
と
に
の
ら
な
い
な
ど
か
ら
、
計

画
倒
れ
に
終
り
ま
し
た
。

　
昭
和
三
十
一
年
、
故
島
田
県
議
の
尽

力
で
、
当
時
、
滞
在
中
の
地
質
学
者
（

泉
源
に
関
し
て
全
国
屈
指
と
い
わ
れ
た

現人
存）

て
、
馬
車
や
荷
馬
車
が
通
る
よ
う
に
な

り
、
沸
し
湯
は
開
店
休
業
と
な
り
ま
し

た
。
　
地
名
が
湯
山
と
は
、
何
故
と
？
、
今

も
元
気
な
大
工
の
八
十
翁
に
聞
け
ば
、

祖
先
よ
り
伝
え
に
よ
る
と
、
湯
山
は
昔

か
ら
地
す
べ
り
が
あ
る
と
、
必
ず
一
時

熱
い
湯
が
出
る
と
の
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

△昭和31年、湯山温泉堀さくのみなさん

東
北
大
学
教
授
、
安
西
博
士
（

の
再
三
に
わ
た
る
調
査
の
結
果

　
部
落
事
業
と
し
て
、
当
時
、

　
百
七
十
五
万
円
の
資
金
を
投

　
じ
て
堀
さ
く
が
始
め
ら
れ
、

媚
、
情
緒
の
湯
山
の
民
宿

さ
と
村
）

自
然
休
養
村
。
上
越
新
幹
線
と
北
越
北

越
の
完
成
に
よ
り
、
郷
土
松
之
山
は
ど

う
な
る
だ
ろ
う
。
冬
と
も
な
れ
ば
、
降

り
し
き
る
雪
の
中
で
、
夜
は
長
く
冷
く

　
冬
来
り
な
ば
、
春
遠
か
ら
じ
、
静
か

に
静
か
に
暁
の
空
は
明
け
て
ゆ
く
。

技
師
は
高
沢
利
正
氏
に
よ
り

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
三
十
三
年
の
秋
、
深
度

百
二
十
岩
、
地
熱
温
二
十
九

度
の
温
泉
熱
が
確
認
さ
れ
、

温
泉
の
三
十
度
祭
り
の
計
画

中
、
堀
さ
く
資
金
ど
こ
ろ
か

部
落
費
の
滞
納
者
が
続
出
し

て
、
堀
さ
く
事
業
に
賛
否
両

論
と
な
り
、
部
落
事
態
が
極

た
ん
に
悪
化
し
て
、
お
さ
ま

ら
ず
、
和
の
た
め
後
日
を
期

し
て
、
中
断
し
て
今
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。

　
素
朴
さ
に
加
え
て
風
光
明

　
　
　
　
　
　
（
農
協
ふ
る

。
国
道
三
五
三
号
線
が
通
る
「

囲⑥
覗襯

1）（昭50．4○標準小作料

第1

地区
（収穫量が10アール当り〉

480kg以上の田
10アール当り

　　15，000円

第2

地区
（　　　　〃　　　　）

450㎏から480㎏未満の田
〃
1
2
， 000円

第3

地区
（　　　　〃　　　　〉

420kgから450kg未満の田
〃
9
， 800円

第4

地区
（　　　　〃　　　　）

390㎏から420kg未満の田
〃
6
， 100円

第5

地区
（　　　　〃　　　　）

360kgから390kg未満の田
〃
4
， 600円

りの小作料に改訂することに

決まりましたので、みなさま

のご協力をお願いします。

1〉昭和45年10月以前に契約し

　た小作地は、農林省の定め

　た統制小作料が、昭和55年

　まで適用されますので、こ

　の標準小作料を適用するこ

　とはできません。

》昭和45年10月から昭和50年

　3月までの契約につきまし

て、もし今回改訂された小

作料を適用したい方は、貸

人、借人、双方で話し合い、

農業委員会にその旨、申し

出なければなりません。

　　　　　（町農業委員会）

　町農業委員会では、農地法

．にもとづき、さる、47年に現

行の標準小作料を設定しまし

たが、その後、3年を経過し

た今日、日本経済の変転はめ

まぐるしいものがあります。

　そこで、標準小作料の改訂

について昨年来から種々協議

を重ねてまいりましたが、今

回、改訂する必要ありとの結

論に達し、標準小作料協議会

を設置し諮問しましたところ

右記のような答申を受けまし
た。

　この答申内容につき、農業

委員会総会において慎重審議

いたしました結果、答申どお
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（町役場職員）

高橋和恵（21才

初
心
忘
る
べ
か
ら
ず

　
春
の
息
吹
き
を
感
じ
る
季
節
に
な
り

ま
し
た
。

　
私
が
学
校
を
卒
業
し
て
役
場
に
入
っ

て
か
ら
も
う
三
年
す
ぎ
ま
し
た
。
今
と

な
っ
て
み
る
と
ほ
ん
の
一
瞬
の
こ
と
の

よ
う
に
感
じ
、
私
は
い
っ
た
い
何
を
し

て
い
た
の
か
し
ら
、
な
ん
て
思
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
家
と
役
場
の
往
復
を
繰
り
返
し
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
毎
日
、
そ
し
て
ま
っ
た

く
世
間
知
ら
ず
の
私
、
で
も
私
は
私
な

り
に
い
ろ
ん
な
こ
と
に
感
激
し
た
り
、

悩
ん
だ
り
し
て
、
生
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
自
覚
し
、
少
な
か
ら
ず
の
満
足

　
　
　
　
　
　
　
　
感
を
味
わ
っ
て

か
ら
ず
」
の
気
持
ち
で
、

れ
ば
と
自
分
自
身
に
言
い
き
か
せ
て
お

り
ま
す
。

　
　
　
　
動
も
。

　
　
　
　
羅
導

　
　
　
　
　
　
ー
逢
嵐

場
に
す
っ
か
り

甘
え
て
い
る
自

分
を
感
じ
て
、

自
己
嫌
悪
に
悩

ま
さ
れ
る
こ
と

も
し
ま
し
ま
、

こ
ん
な
未
熟
な

私
が
、
今
ま
で

な
ん
と
か
や
っ

て
こ
れ
た
こ
と

は
、
本
当
に
あ

り
が
た
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も

「
初
心
忘
る
べ

　
頑
張
ら
な
け

織麟醗
、　　　　櫃保

舗

鰹

　　　　　　　　馨

　　　　　　渉

　　　ペ

フ

　
保
険
で
歯
科
治
療
を
受
け
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
保
険
を
扱

っ
て
い
る
歯
科
医
院
の
窓
口
に

保
険
証
を
提
出
す
れ
ば
通
常
必

要
と
す
る
治
療
が
し
て
も
ら
え

ま
す
。患

者
さ
ん
の
中
に
は
、
金
や

白
金
や
特
殊
な
材
料
を
使
し
て
歯
の
治

療
を
し
て
ほ
し
い
と
希
望
さ
れ
る
方
も

お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
方
の
た
め
に
は
、
差
額

負
担
を
し
て
治
療
を
受
け
る
制
度
を
設

け
て
あ
り
ま
す
。

差
額
負
担
治
療
の
範
囲

▼
金
合
金
、
白
金
加
金
、
特
別
製
の
陶

材
を
使
用
し
て
、
つ
め
た
り
、
か
ぶ

　
せ
た
り
、
入
れ
歯
を
入
れ
た
り
す
る

　
場
合
。

▼
義
歯
床
の
床
の
部
分
を
金
属
で
作
っ

　
た
入
れ
歯
を
入
れ
る
場
合
。

▼
欠
損
歯
が
三
歯
以
上
の
ブ
リ
ッ
ジ
（

　
連
結
歯
）
を
入
れ
る
場
合
。

　
以
上
の
差
額
負
担
治
療
を
受
け
る
場

合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
材
料
を
用
い
、

ど
の
よ
う
な
治
療
を
受
け
る
か
、
ど
の

程
度
の
費
用
の
負
担
を
す
る
こ
と
に
な

る
の
か
等
に
つ
い
て
、
歯
科
医
師
と
十

分
話
し
合
う
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　
ま
た
、
歯
科
医
師
は
患
者
さ
ん
の
求

め
に
応
じ
、
領
収
書
を
発
行
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
な
場
合

は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

保
険
で
で
き
な
い
治
療
等

　
　
　
◎

曜

　
健
康
保
険
等
は
、
疾
病
負
傷
に
対
し

給
付
を
行
う
保
険
で
す
か
ら
、
つ
ぎ
の

よ
う
な
事
例
に
つ
い
て
は
給
付
で
き
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
健
康
診
断
」
　
、
歯
並
び
を
治
し
た
り

美
容
を
目
的
と
す
る
も
の
」
　
「
虫
歯
の

予
防
」
。

い
る
日
々
で
す
。

　
私
は
入
っ
た

時
以
来
、
土
木

課
に
お
り
ま
す

が
、
女
の
子
ひ

と
り
と
い
う
立

ゐ

脚かなら
動まり

　みなさんが、料理店、バー、飲

食店などで飲食をしたとき、また

は、旅館に宿泊したときは、通常

料金の10％の税金がかかります（

免税点の適用がある店を利用した

場合は、免税点をこえた場合に税

がかかります。）これを料理飲食

等消費税といいます。

　この税金は、店の経営者が新潟

県にかわって、みなさんから受け

取り、毎月まとめて県に納める仕

総になっています。

　これを「公給領収証」といいま

す。これは、みなさんが料理飲食

等消費税を納めたしるしになるも

のですから必ず受け取るようにし

ましよう。

☆免税点は次のとおりです。

〉飲食店、喫茶店など

　　1人1回の料金1，200円まで

〉旅館、ホテルなど

　　1人1泊の料金2，400円まで

〉同上（日帰り利用の場合）

　　1人1回の料金1，200円まで

　免税点をこえた場合は、その料

金の全部について10％の料理飲食

等消費税がかかることになります

（ただし、旅館、ホテルの宿泊料

金については、1人1泊について

1，500円が控除されます。これを

基礎控除といいます。）

　なお、カフエー、パー・キャバ

レー、料理店等に・は免税点の適用

はありません。

、

1〃≦

、

誰
山

♂

△20年のながい間御苦労さま

でした。

　全庁職員の拍手と、松之山

園児の花束におくられて去る

佐藤重孝氏　　　　（9月9日

雅
停

欝纏

△全庁職員で迎える村山町長の初登庁　　（9月10日）

　人ロのうごき

　　10月1日現在
　（）内は前月と比較

総数5，9桝人（一4人）
　男　2，92書人（一5人）

　女3，063人（1人）
出生　3人　死亡　5人
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